
≒
2.5ｍ

工学部９号館

(総合研究機構)

工学部10号館

風工学実験室

(全径間風洞)

超高圧電子

顕微鏡室

低温センター

弥生門

車庫

文学部

ｱﾈｯｸｽ

ﾀﾞﾝﾃﾞﾑ加速器

研究棟

工学部12号館

原子力総合ｾﾝﾀｰ

ＲＩ総合センター

情報基盤センター

理学部３号館

原子力動力実験室

情報基盤ｾﾝﾀｰ
別館

0 10 20 30 40 50 100m
対象建物：情報基盤センター本館

計画地：浅野キャンパス
⽂京区弥⽣２丁⽬11番１６号

Ｎ

言問通り

鴬谷

上野

浅草通り

御徒町

蔵前通り

ＪＲ総武線秋葉原御茶ノ水

外堀通り

本郷三丁目

春日通り

龍岡門

赤門
池之端門

正門

弥生門

農学部正門

東京大学

N

案内図 Ｎ．Ｓ

建物配置図 Ｓ＝1：600

図面名称

業務名称 工事名称共通事項 計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本A3: 1/6000,1/20000

1/3000,1/10000

Ｍ-001案内図・配置図

7927996873
はんこ



PP P P P P P P

PP P P P P P P

F F

F F

F F

F

F

F

F

6 5 4 3 2 1

44
0

Ｇ．Ｌ

8,000 8,000 8,000

40,000

8,000 8,000

4
,2

0
0

ＢＦＬ

1ＦＬ

4
,2

0
0

2ＦＬ

4
,2

0
0

3ＦＬ

3
,5

0
0

4ＦＬ

3
,5

0
0

23
,5

40

5ＦＬ

3
,5

0
0

6ＦＬ

3
,5

0
0

ＲＦＬ 70
0

F E D C B A

2ＦＬ

3ＦＬ

4ＦＬ

5ＦＬ

6ＦＬ

ＲＦＬ

1ＦＬ
Ｇ．Ｌ

40,000

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

13
,5

40

44
0

4
,2

0
0

4
,2

0
0

3
,5

0
0

1
,2

0
0

44
0

4
,2

0
0

4
,2

0
0

3
,5

0
0

3
,5

0
0

23
,5

40

3
,5

0
0

3
,5

0
0

70
0

北側立面図　S=1/150 東側立面図　S=1/150

通路

図面名称

業務名称 工事名称共通事項

Ｍ-

計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

A3:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本
1/150

建物立面図（１） 0021/300

7927996873
はんこ



1 3 4 5 62 A B C D E F

Ｇ．Ｌ

ＢＦＬ

8,000 8,000 8,000

40,000

8,000 8,000

1ＦＬ

2ＦＬ

3ＦＬ

4ＦＬ

5ＦＬ

6ＦＬ

ＲＦＬ

4,
20

0

44
0

4,
20

0
4,

20
0

3,
50

0

23
,1

00

3,
50

0
3,

50
0

3,
50

0
70

0

2,8501,8501,000
19

,3
00

3,300

3
,3

0
0

8,000 8,000 8,000

40,000

8,000

ＲＦＬ

6ＦＬ

5ＦＬ

4ＦＬ

3ＦＬ

2ＦＬ

１ＦＬ

ＢＦＬ

2,000

15
,2

00

44
0

4,
20

0
4,

20
0

3,
50

0
3,

50
0

4,
20

0
3,

50
0

23
,5

40

70
0

3,
50

0
3,

50
0

3,
50

0
3,

50
0

4,
20

0
4,

20
0

4,
20

0

8,000

27
,3

00

南側立面図　S=1/150 西側立面図　S=1/150

通路

渡廊下

渡廊下

図面名称

業務名称 工事名称共通事項

Ｍ-

計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

A3:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本1/300 003建物立面図（２）
1/150

7927996873
はんこ



39
0

39
0

70
0

GL
1FL

B1FL

2FL

3FL

4FL

5FL

6FL

RFL

25
00

50
0

44
0

50
0

1FL
GL

B1FL

2SL

3FL

4FL

5FL

6FL

RFL

1 2 3 4 5 6

A

B

C

D

E

F

A'A

6階のみ
1 2 3 4 5 6

A

B

C

D

E

F

B

B' B'

B

6 5 4 3 2 1 F E D C B A

33
4

22
50

24
0022
50

30
0

30
0

22
50

22
50

22
50

26
0023

00 31
00

26
00

44
0

40
60

12
20

23
00

34
03

14
4.

36

80

26
00

20
0

20
0

24
00

42
0

23
00

20
0

25
20

26
00

33
4

26
00

33
4

26
00

33
4

26
00

33
4

26
00

33
4

24
00

33
4

24
50

50

24
50

50

24
50

50

25
50

50

24
60

50

24
00

23
50

50

23
50

50

22
50

23
50

50

30
0

23
50

30
0

22
50

23
50

1800 1000

3200

60
0

16
0033

87

20
0

30
0

80008000800080008000

35
00

42
00

42
00

42
00

35
00

35
00

35
00

37
60

800080008000800080003200

35
00

35
00

35
00

35
00

42
00

42
00

42
00

44
0

50
0

70
0

23
54

0

25
00

50
0

A-A'断面図　S=1/150

キープランキープラン

B-B'断面図　S=1/150

廊下（1）

廊下（1）

ピロティー玄関ホール

電気室1 電気室2学生利用室

遠隔講義室
102

廊下 機械室1

廊下

機械室2
機械室1

機械室1

大演習室1

ITインフラ実習室（未定） （未定）（未定） （未定）

全学利用室全学利用室 全学利用室

全学利用室 全学利用室

全学利用室全学利用室

302304 303306

403404 402

503 502

602603

101

廊下（1）

機械室1

廊下（1）

廊下（2）

遠隔講義室
102

情報メディア教員室
206

情報メディア教員室

205
情報メディア教員室

204 203

打合せ室
廊下（1）

事務室（1）
202

廊下（1）

廊下（1）

図面名称

業務名称 工事名称共通事項

Ｍ-

計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

A3:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本
1/150

建物断面図 0041/300

7927996873
はんこ



9.消費電力、圧縮機・送風機電気容量は参考値とする。

2003 0.38x2

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

7.天井カセット形は化粧パネルを付属とする。

5.圧縮機は屋外形とする。

1

1200

B1

8.フィルターは製造者標準品とする。

1 ーＭ 1○4.545 200

形式 静圧 備　考

機外

リモコンLearning Space直入650

機外静圧

m3/h

最大送風量

6.リモコンはワイヤード液晶リモコンとする。

電源

18.79 7.73

備　考
kWkW

消費電力

冷房 kW
台数

送風機圧縮機操作 電源

方法
警報

種別
設置場所

Ｍ冷暖切替B1 4階 屋上B1F Heavy Workshop 系統

形　　式 形　番
kWkW

暖房能力冷房能力

系　統階

系　統　名
記　号

電源

Vφ

ー 8.3428.0

設置場所
電源

Vφ
備　考

記　号
系　統　名

階 系　統

冷房能力 暖房能力

kW kW
形　番形　　式

凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．警報［○／警報有り］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］

8.7.定格電流20Aを超える機器については、アクティブフィルターを付属とする。

　特　記　事　項

PAC-B1-1

種別
警報

Pa

9.消費電力、圧縮機・送風機電気容量は参考値とする。

280 ○

3.冷房能力及び暖房能力並びに運転条件は、JIS B 8616による。

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

マルチパッケージ形空気調和機（屋外機）

方法

電源操作

31.5

暖房 kW

送風機 加湿量
台数

kWkW

消費電力

kW

送風機圧縮機操作 電源

方法
警報

種別

　特　記　事　項

暖房 W冷房 W

消費電力

W kg/h
備　考

2.電源周波数は、50Hzとする。

ユニット名 形　　式
kWkW

暖房能力

2.電源周波数は、50Hzとする。

冷房能力

系　統階

系　統　名
記　号

天井カセット4方向形 5.0 50

マルチパッケージ形空気調和機（屋内機）

57 ーー 5020045 4.5

PAC-B1-1-1

○Ｍ ー11200PAC-B1-1-2 Heavy Workshop B

1

5.ドレンアップメカ、防振吊金具を付属とする。

4.冷媒種別はR32とする｡

50ー ー57505.0天井カセット4方向形B1

凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．警報［○／ 警報有り］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］

4.冷媒種別はR32とする｡

φ V

7.集中リモコン（タッチパネル式）を1台含むとする。

3.冷房能力及び暖房能力並びに運転条件は、JIS B 8616による。

台数

1620

パッケージ形空気調和機

3.冷房能力及び暖房能力並びに運転条件は、JIS B 8616による。

4.ドレンアップメカ、防振吊金具、室外機防振ゴムパッドを付属とする。

凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．警報［○／ 警報有り］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］

2003 0.33

650

Heavy Workshop A

395

1○500 18.3ー冷暖切替 Ｍ 16.117.2PAC-B1-2 B1 B1F Digital Fabrication 系統 50.0 56.0 4階 屋上

2 Booth02

6.スプリング防振架台を付属とする。

9.室外機基礎は既設再利用とする。

8.消費電力、圧縮機・送風機電気容量は参考値とする。

10.室外機基礎は既設再利用とする。

7.フィルターは製造者標準品とする。

6.天井カセット形は化粧パネルを付属とする。

5.リモコンはワイヤード液晶リモコンとする。

1

4F 屋上

0.057x1 2F 215 事務室4
〇 1

10.0

5.0天井カセット4方向

冷房 2.08 0.07+0.07室外機

室内機

11.2

暖房 2.23
ーＭ

－
3 200

5.6

1.75

冷暖切替（ペア）

PAC-2-1
PAC-2-1-1

2 215 事務室4
冷暖切替（ツイン）

PAC-2-2-1
PAC-2-2 1.35

8.0
2003

－
Ｍ ー

暖房 1.77

8.0

室内機

室外機 0.05冷房 1.76

天井カセット4方向 7.1

7.1
〇

0.057x1

4F 屋上

2F Booth02

1
4F 屋上

0.057x1
〇

5.6

天井カセット4方向

冷房 1.19 0.05室外機

室内機

6.3

暖房 1.25
ーＭ

－
3 200

1.00
3

PAC-3-2
PAC-3-2-1

Seminar Room 1
冷暖切替（ペア）

5.6 6.3 3F Seminar Room 1

1 ーＭ ○7.171 200 80ー ー57908.0天井カセット4方向形B1PAC-B1-2-1 Light Bench

1B1 天井カセット4方向形 50 57 ーー 5020045 ○Ｍ ー11200PAC-B1-2-2 Digital Fabrication 4.5 5.0

2.電源周波数は、50Hzとする。

　特　記　事　項

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

型番 （50Hz）

W

2

風量

室名階

加湿量

HEX-B1-1

運転方法
設置場所

数量
基礎

防振

種別

電源
警報

方法

操作
電動機

-

名称記号

（kg/h）

Seminar Room 1

リモコン10001000天井埋込形 直入535 1○Ｍ100

（Pa）（m3/h）

全熱交換器ユニット

3.フィルタ－はメ－カ－標準とする。

3

70

　　　※電源種別において、保安：自主的に必要な発電機用電源　非常：法的に必要な発電機用電源

凡例　1．操作方法［M／ 手動、R／ 遠隔、A／ 自動］　2．警報［○／ 警報有り］　3．電源種別［○／ 一般、◎／ 保安、●／ 非常］

1

特　記　事　項

4.防振吊金具を付属とする。

5.天井カセット形は天井パネルを付属とする。2.電源周波数は50Hzとする。

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

全熱交換ユニット ー

120

-

天井埋込形

1全熱交換ユニット ー110HEX-3-2 Seminar Room 33

50500500天井カセット形HEX-B1-2 Light Benchー全熱交換ユニット 1- 100 Ｍ B1○ 2195 直入 リモコン

リモコンー全熱交換ユニット 1- 100 Ｍ B1○ 1395 直入HEX-B1-3 天井埋込形 650 650 Experiment Space

リモコン直入195 1○ B1Ｍ100-

100

1全熱交換ユニット ー70HEX-B1-4 天井カセット形 500 500 Heavy Workshop A

リモコン50 ー全熱交換ユニット 1- 100 Ｍ B1○ 1195 直入HEX-B1-5 天井カセット形 500 500 Heavy Workshop B

リモコン10001000天井埋込形 直入535 1○ 2Ｍ100- 1全熱交換ユニット ー70HEX-2-1 Seminar Room 3

リモコン70 ー全熱交換ユニット 1- 100 Ｍ ○ 1535 直入天井埋込形 1000 1000HEX-3-1

起動Vφ

B1Ｍ ○

片吸込シロッコファン 300

1 ー100排風機

Ｍ

EF-5-2 450 男子便所1

手元スイッチ1200 ー3排風機

特　記　事　項

450消音ボックス付送風機 手元スイッチEF-1-1 1100 ー

EF-R-1

1排風機

起動

1000 機械室26

Vφ
基礎

♯1

防振

200 ー SF-B1-1と連動3排風機 天吊型

天井埋込 200

○直入 1♯1 1/2片吸込シロッコファン 2200 300 0.75 ＡEF-B1-4

1

100 ー 手元スイッチ1

100

天吊型

排風機 天吊型 ○直入

○

種別

電源

1♯1消音ボックス付送風機 100 100 5.8W ＭEF-B1-1 Storage(2)B1

9.4W

100 ー 手元スイッチ1排風機 天吊型 ○直入 1♯1消音ボックス付送風機 300 100 23.6W Ｍ

機械室

1

○

天吊型排風機 1 ー100EF-5-1

145W♯1 1/4 直入 ○天吊型排風機 1 ー100 1

手元スイッチ5100消音ボックス付送風機

手元スイッチ100

EF-B1-2

Ｍ62.5W

Ｍ

♯1 1/4

直入 ○天吊型排風機 1 ー100EF-B1-3 200 B1 倉庫1

手元スイッチ100 ー1排風機 天吊型 ○直入 2♯1 23.6W ＭEF-1-2 消音ボックス付送風機 300 100

0.4

Ｍ

○

Storage(1)B1

B1

天吊型

直入

1 Storage(2)､Storage(3)

手元スイッチ100 ー

警報

1排風機 1

方法

操作
電動機

（50Hz）呼称
方式

設置

150φ天井扇（低騒音形、金属製）

直入

♯1 1/4 83.2W Ｍ

25W

1

EF-1-3 消音ボックス付送風機

♯1 1/4 62.5W Storage(1)Ｍ100

4.EF-R-1系統のON/OFFスイッチは定風量装置付属とする。

床置型 ○直入

給湯スペース

550 100

機外

1

静圧

女子便所(2)

形式

階（m3/h）

数量

kW

VF-5-2 5Ｍ50 1○直入排風機 ー

風量

（Pa）

　　　※電源種別において、保安：自主的に必要な発電機用電源　非常：法的に必要な発電機用電源

手元スイッチ

凡例　1．操作方法［M／ 手動、R／ 遠隔、A／ 自動］　2．警報［○／ 警報有り］　3．電源種別［○／ 一般、◎／ 保安、●／ 非常］

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

3.人感センサー、手元スイッチ、サーモスイッチ（1φ100V機器）は別途電気工事とする。

2.防振吊金具、標準付属品一式を付属とする。

送風機

設置場所

室名

名称 備　考運転方法記号

All Gender Restroom4

6.床置形送風機はスプリング防振架台を付属とする。

100900消音ボックス付送風機EF-4-1

機械室SF-B1-1

手元スイッチー排風機 直入 ○ 150 Ｍ 5VF-5-1

♯1

450 直入

天吊型

消音ボックス付送風機

倉庫5.7W天井扇（低騒音形、金属製） 150φ 1001100天井埋込

手元スイッチ200 ー3

5.連動運転制御は別途電気工事とする。

送風機 天吊型 ○直入 1♯1 1/2

女子便所1

手元スイッチ5100消音ボックス付送風機 Ｍ62.5W♯1 1/4

片吸込シロッコファン 2400 B1300

直入 ○

0.75 Ｍ

手元スイッチ

定風量装置

1.低圧損形とする。

凡例　1．操作方法［M／ 手動、R／ 遠隔、A／ 自動］　2．中央監視［○／ 監視有り］　3．電源種別［○／ 一般、◎／ 保安、●／ 非常］
　　　※電源種別において、保安：自主的に必要な発電機用電源　非常：法的に必要な発電機用電源

種別

電源

○

○Ｍ10241500EA丸型、電子式（全閉機構付）EF-R-1CAV-2-2 定風量装置

女子便所(2)1 3Ｍ10241500EA丸型、電子式（全閉機構付）EF-R-1CAV-3-2 定風量装置

女子便所(2)1 2

台数
系統名

室名階
備　考監視

方法

操作

WVφ

動　力

m3/h
区分

風量
機器仕様系統機器記号機器名称機器記号

特　記　事　項

2.DDCコントローラー組込（自動制御工事支給品を装置メーカーにて組込）

SP

SP

SP

図面名称

業務名称 工事名称共通事項

Ｍ-

計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

A3:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本 101空気調和設備　機器表（1）（改修）
N.S

N.S

7927996873
はんこ



再利用

再利用

再利用

77.5 再利用67.0670 ○Ｍ3 0.52x220.4 6.84x2200 19.0

再利用

10.2

再利用

再利用

再利用

1200

再利用0.52x25.47x2

冷暖切替（ペア）

再利用

57

22.4

57

4F 屋上

1200

20.0

再利用

0.20x2

57

1110

電気室

1200

57

ACP-B1-3-1

再利用

ACP-B1-3

1200

57

1200

22.4

再利用

再利用

再利用

1320

57

1320

22.4

57

再利用

1200

1110

0.20+0.20
〇

再利用

3
20.0

57

再利用

57

4.00

B1F 電気室

再利用

〇

1110

57

200

再利用

57

1110 57

再利用

8.5

0.20+0.20

1200

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

－

－

6.35.6

8.5

56

再利用

再利用

Seminar Room 3

1

ACP-2-1-1 ー天井カセット4方向形

16.7

冷房 5.69

ー

暖房 5.19

57

B1

Ｍ

2 2Ｍ

3 ○

凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．警報［○／ 警報有り］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］

57

560 56.0

ACP-B1-1

再利用

天吊露出

3

パッケージ形空気調和機（既設再利用）

ACP-B1-1-1

○

ACP-B1-2
ACP-B1-2-1

0.057x1

ー 1

5.0

○

4.00

4.5

天井カセット4方向形2 4

5.04.545

冷房 5.69

Studio AACP-2-1-2 ー天井カセット4方向形2

再利用

6

B1F Heavy Bench

Learning Space

Heavy Bench

Entrance Hall

台数

〇

45

1F Seminar RoomL 系統

室外機

1

1

ーACP-2-2-1 Fab Space（8） 1620 Ｍ ー

1110

4

Vφ

2 天井カセット4方向形

57

ー

ー

200

Ｍ

ACP-2-2-2

ー63.0

再利用
室内機

57

冷暖切替

凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．警報［○／ 警報有り］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］

Library(12) 45 4.5 5.0

200

57ー

200

ー

50

0.20+0.20

再利用

再利用

3

1110

0.20x2

1320

57

ACP-1-1-1

22.4
再利用

屋上

20.0

200ACP-1-3

57

0.52x2

20.0

57

5.47x23 ○560 56.01F Seminar RoomL 系統1

1

1

12.5

ー

12

14.0

Ｍ

2

ACP-1-1-2

ー37.5

再利用

暖房 5.19

冷暖切替 屋上

○

4.5

20.0

200ACP-1-4 8.91 0.26x2

マルチパッケージ形空気調和機（屋内機）（既設再利用）

天井カセット4方向形

6.843 ○ 2335 33.5

ー

1 天井ビルトイン形

天井カセット4方向

天吊露出

冷房 3.13

ACP-2-3-1

Ｍ

Fab Space

冷房 5.69

45

4.00

4.5

3.45

5.0

ー

0.07+0.07

0.16x1

200 ー1

ー

ー

1F Admin 系統

記　号
系　統　名

階 系　統

冷房能力 暖房能力

kW kW
形　　式ユニット名

1

1Ｍ ー45.0

2

100

ACP-1-1-3

Entrance Hall

室外機

140

室内機

3 200

B1

冷暖切替

冷暖切替（トリプル） 16.0

室外機

室内機
B1

2 天井カセット4方向形 Ｍ ー200 ー1

ACP-1-1-5

屋上200

ーACP-2-3-2

14.0

Fab Space 36 3.6

16.0 2010

備　考
kg/hW

消費電力

4.0 ○

冷房 W

40 40

22 天井カセット4方向形

○

50

暖房 W

ー

230 230 259

51 天井カセット4方向形 Ｍ ー200 ー1ーACP-1-2-1

冷暖切替（ツイン）

種別
警報

方法

電源

4F 屋上

操作 圧縮機 送風機

1

kW

消費電力

kW kW

Seminar RoomL 80 8.0 9.0 1620 ○ 90 80 57

51

台数
加湿量送風機

暖房 kW

ー

操作

ACP-2-1 12.2

電源

方法

50

ー

マルチパッケージ形空気調和機（屋外機）（既設再利用）

ACP-2-3-3 Fab Space 5.6 6.3 Ｍ

0.34x28.83

9.0

天井カセット4方向形

天井カセット4方向形

13.83 ○

1620

200

400 40.0

6.3

45

2F Seminar Room、Studio 系統2

1冷暖切替 屋上ACP-2-2 2F Studio 系統2

1Ｍ ー90.0

1

Studio B

冷暖切替 屋上200

1 天井カセット4方向形 Ｍ

ACP-2-3

ーACP-1-3-1 Seminar RoomL

ー

Pa

5750

12 天井カセット4方向形

ACP-3-2-2

50

ーACP-2-3-4 Booth01

警報

90 9.0 10.0

種別

8.080

12 天井カセット2方向形 90○

9.0

1260 ーー 1ACP-2-3-5 Fab Space 80 8.0 9.0 200 ーＭ 90

Ｍ2

7.1

5.0天井カセット4方向形

70 171

71天井カセット2方向形

ACP-2-3-6 Fab Space

Ｍ ー200

7.1

ー1 ー

2

25.0 0.94+0.52

ー

9.38+6.8422.2

Ｍ ー200

天井カセット2方向形

ー1ACP-2-3-7

3

3

Fab Space

1ー ○

ー ○

ー

3

1

2

3F Studio 系統

○

2 70

70

90.0900

70

7.1

1

Cafe・共用部

○775

○

4

ACP-2-3-8 Fab Space

凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．警報［○／警報有り］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］

13

70

天井カセット4方向形

1 天井カセット4方向形 Ｍ

1天井カセット2方向形 71

ー

ー

200 ー

70200

63 天井カセット4方向形 ー

ACP-3-1-1

1ー

Studio B 45 4.5 5.0

13 天井カセット4方向形

形　　式

ACP-1-4-1

形　番

Admin1・Admin2

kW

ー

kW

暖房能力冷房能力

ACP-3-1-2

Studio B 56 5.6 6.3

43 天井カセット4方向形 ー

ACP-3-1-3

Studio B 45 4.5 5.0

系　統階

2

系　統　名
記　号

3 天井カセット4方向形

1

ー

ー

○ 90

ACP-3-2-1

Seminar Room 3 56 5.6 6.3

80

200 ーＭー

43 天井カセット4方向形

71 7.1

備　考

暖房 3.35
ーＭ

－

暖房 5.19
Ｍ 〇

－

4F 屋上
3

ー200 ー

200

φ V

電源
設置場所

1ーCafe 71 7.1

5.6

1620 ○

1620 ○ 90 80

90 280 57

11 天井カセット1方向形

50 50

○Ｍ ー200ー

5.04.545Studio B

50 50

ー1天井カセット4方向形3ACP-3-3-2

2

○Ｍ ー200ー

5.04.545Studio B

50 50

ー1

ACP-3-3-1 Studio B 71 90 80

1

1

3

200

天井カセット2方向形 7.1 ーＭ ー

5.6

7.1

ACP-3-2-4 Seminar Room 2 71 2001ー ○ 70 70

13 天井カセット2方向形 Ｍ ー200

3

ー1ーACP-3-2-5 Seminar Room 2 56 6.3 990 ○

天井カセット4方向形3ACP-3-3-3

2

1

30 20

φ

○Ｍ

V

ー

電源

77.52F Studio、Booth 系統

28.6 10.86+8.83 1.24+0.68

2

1Ｍ

記　号
系　統　名

階 系　統

冷房能力 暖房能力

kW kW

ー

形　番

28.3

形　　式

ーＭ ○

56.0冷暖切替

5.04.5

屋上200

16.5Ｍ

ACP-3-1

ACP-1-2 200

45

200

5.04.545Studio B

設置場所

ー

200

50

ー

屋上冷暖切替 63.0

種別

50

天井カセット4方向形3ACP-3-3-4

1

警報
方法

電源操作 圧縮機

9090

送風機
台数

冷房 kW

消費電力

○12609.08.080

kW kW
備　考

ACP-3-3

Studio B ー

16.7

1

0.62x210.8614.83 ○500 50.03F Seminar Room、Studio 系統3

1Ｍ ー77.5冷暖切替 屋上200ACP-3-2 19.0 ー0.52x26.84x220.4

1

3 ○670 67.03F Seminar Room、Studio 系統3

1Ｍ ー100.0

ー 再利用

ー200 ーＭ天井カセット2方向形

冷暖切替 屋上200

3

4.5

ACP-3-3-5

70

16.516.7

電源

1ー

70ー

Ｍ

ー

80 8.0

ACP-3-2-3

71

Seminar Room 1

Studio B 1

56

最大送風量

ー ○天井カセット2方向形 ー7.1

m3/h

機外静圧

3ACP-3-3-6

ー

70

ー

17.2

○ 70

200

71天井カセット2方向形 7.1Studio B Ｍ 70ー2001ー3ACP-3-3-7

1

1

ー707.1 ＭStudio B 2001 ○ー天井カセット2方向形 713ACP-3-3-8

61.5615 ○

1 ○Ｍ ー

80

200ー 50 50

ー2001ー ○56 50

1 ○

Ｍ

ー 1 200 ーＭ

8090○ー 1 200 ーＭ1620

5050ー 200 ーＭ ○

1

1

50

ー 200 ーＭ ○

5050○

50ー 200 ーＭ ○1

5050Ｍ ー200ー ○1

780 5050

Ｍ

再利用

移設再利用

57

57

57

○

1

8.5

移設再利用

再利用

再利用

移設再利用

8.5

再利用

再利用

57

再利用

90

1

1740

移設再利用

8.5

8.5

1110

1

1320

57

Ｍ

ー

ー

50

1200

57

再利用

200

1

3

Ｍ

5.0

50

200

11.2

ー

○ 50

ー

50

200

8.5

再利用

1020

57

57

再利用

1200

8.5

8.5

1200

57

再利用

4F 屋上

57

再利用

8.5

0.52x2

1320 ○

69.0

50

50

50

ACP-1-1 ー

ー 1

ー

1F 共用部 系統 屋上1 冷暖切替 Ｍ

B1

冷暖切替（ペア）

22.4
電気室

天吊露出

ACP-B1-4 ー

室内機

200

6.84+5.4718.6 1

ACP-B1-4-1

B1F Learning Space

Ｍ

Ｍ

室外機

B1F 電気室

ー

再利用

再利用

再利用

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

加湿量
形式 静圧

機外

ー

ー

ー

型番
風量

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

150

ー

ー

ー

ー

ー

ー 再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

W

（50Hz）

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

-

再利用

134 Seminar Room 231- 100 直入 Ｍ ○ 1 リモコン50350 350天井カセット形全熱交換ユニット

202500 450

HEU-3-16

Seminar Room 23150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット リモコンHEU-3-15

202500 360 Studio B3150

室名階起動Vφ

備　考運転方法
設置場所

数量
基礎

防振

種別

電源
警報

方法

操作
電動機

- 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 2

名称記号

（kg/h）（Pa）（m3/h）

全熱交換器ユニット（既設再利用）

全熱交換ユニット リモコン

202380500

HEU-3-13

Studio B3150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 2全熱交換ユニット リモコン

134

　　　※電源種別において、保安：自主的に必要な発電機用電源　非常：法的に必要な発電機用電源

凡例　1．操作方法［M／ 手動、R／ 遠隔、A／ 自動］　2．警報［○／ 警報有り］　3．電源種別［○／ 一般、◎／ 保安、●／ 非常］

350 250

HEU-3-12

Studio B3170 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット リモコン

202500 410

HEU-3-11

Studio B3160 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 3全熱交換ユニット リモコン

134350 250

HEU-3-10

Studio B3150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット リモコン

134350 250

HEU-3-9

Studio B3150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット リモコン

134350 250

HEU-3-8

Studio B3150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット リモコン

134350 250

HEU-3-7

Studio B3150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット リモコン

202350 350

HEU-3-6

Studio B3150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット リモコン

134350 300

HEU-3-5

Studio B3150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット リモコン

134350 300

HEU-3-4

Studio B3150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット リモコン

3

HEU-3-3

134250350 150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1全熱交換ユニット Studio B リモコンHEU-3-2

202500500 150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ ○ 1 2全熱交換ユニット 215 事務室4 リモコン

202500 360 150 - 100天井カセット形 直入 Ｍ

HEU-2-13

○ 2 2全熱交換ユニット リモコンLibrary(12)

全熱交換ユニット Cafe・Admin1270350 190 Ｍ 1○ 2天井カセット形 134- 100 直入HEU-1-1 リモコン

100

287100

リモコン

100

100650650 1-天井埋込形 直入 Ｍ

○

287

直入

1

Fab Space

Studio A

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

直入

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

1 100 Ｍ 1○ 3

100 100

直入

600 2

○

650 1- 2天井埋込形 直入 Ｍ

134

1

○

250350 1

2

○

50 -

1○

全熱交換ユニット

100

100

Ｍ 1

○

1

天井カセット形 直入

Ｍ

2

○

1 2

1 2

100

HEU-2-3

HEU-2-5

HEU-2-7

HEU-2-11

HEU-2-9

HEU-1-4

HEU-1-2 リモコン

リモコン

リモコン

リモコン

リモコン

リモコン

1

650

Ｍ

HEU-1-6

Ｍ

Entrance Hall50

4

150

天井埋込形

天井埋込形 650

91 ー

134

天井カセット形

250350 150 -

287

天井カセット形 100 直入 Ｍ

287

134250

650

1

350 1

650 -

50 -天井カセット形 100 直入

再利用

-

Admin1・Admin2

Seminar RoomL

Booth01

Fab Space

Fab Space

450

Ｍ

134250

天井埋込形

リモコン

350 150 -天井カセット形 100 直入 Ｍ

134350

直入

Fab Space

Fab Space（8）

全熱交換ユニット Heavy Bench160 - 100 Ｍ B1○ 1天井カセット形 202500500 直入 リモコンHEU-B1-1

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

全熱交換ユニット

100650 Ｍ 1○ 4

300 1

直入

3

○

50 -天井カセット形 100

2

直入 Ｍ

202350

1

○

350 160 -

2

○

天井カセット形 100 直入 Ｍ

1○

1

134

Ｍ 1

○

350 300

2

○

1 2

1 2

HEU-2-4

HEU-2-6

HEU-2-8

HEU-2-12

HEU-2-10

HEU-1-5

HEU-1-3 リモコン

リモコン

リモコン

リモコン

リモコン

リモコン

リモコン

HEU-2-2

50

160

1

287

ー

202天井カセット形

-天井カセット形 100 直入 Ｍ

134250

650

350 170 -

-

天井カセット形 100 直入

1

500

- 100

100

Seminar RoomL

Cafe

Booth02

Fab Space

Fab Space

再利用

再利用

再利用

再利用

再利用

2

再利用

100

ー排風機 直入 ○ 1

再利用

50 手元スイッチＭ 4FV-4-1 給湯スペース5.7W天井扇（低騒音形、金属製） 150φ

ー 手元スイッチ

1001150天井埋込

1排風機 天吊型 ○直入 1♯1 1/4消音ボックス付送風機 100 100 5.8W ＭFE-2-4

記号 運転方法 備　考名称

室名

設置場所

送風機（既設再利用） 凡例　1．操作方法［M／ 手動、R／ 遠隔、A／ 自動］　2．警報［○／ 警報有り］　3．電源種別［○／ 一般、◎／ 保安、●／ 非常］
　　　※電源種別において、保安：自主的に必要な発電機用電源　非常：法的に必要な発電機用電源

（Pa）

風量

kW

数量

（m3/h） 階

形式 静圧

機外
設置

方式
呼称 （50Hz）

電動機
操作

方法
警報

電源

種別

防振

基礎
φ V 起動

215 事務室4

図面名称

業務名称 工事名称共通事項
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R F L
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3
,

5
0

0
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3
,

5
0

0

4 F L

EA

3
,

5
0

0

5 F L

EA

3
,

5
0

0

6 F L

EA

EA

EA

CAV

5-1

CAV

3-2

CAV

2-2

EA

EF

R-1

EA

EA

FD

VD

ダクト系統図　 S = N . S .

倉庫1

男子便所
SK

女子便所

EA

OA

EA

Booth02

VF

5-2

給湯
スペース

移設

EF

5-1

Booth01Fab SpaceFab SpaceSeminar Room 3
男子便所

SK

EAOA

給湯
スペース

HEX

2-1

※1

女子便所

※1

OA EA

移設

OA

HEU

2-9

EA

HEU

2-6

EAOA

HEU

2-8

EA OAOA EAOA EA

※1
RA

移設

SA

廊下
（3）

女子便所(2)

Studio B

OA

Seminar Room 2

201
ネットワーク機器室

HEU

2-10

OA

VD

Studio B

※1

×2

SA RA

×3

OA EA

Fab Space（8）

SA RA

HEX

B1-1

VD

EA

※1

OA

VD

215
事務室4

HEU

2-13

※1

EA

HEX

3-2

VD

CD

OA EA

HEU

3-9

OA

HEU

3-2

OA

RA

EAEA

HEU

3-4

HEU

3-8

OA EA

HEU

3-5

OA EA

HEU

3-3

OA EA

HEU

3-6

OA

SA

OAG

EA

Studio B Studio B Studio BStudio BStudio BStudio BSeminar Room 3

男子便所
SK給湯

スペースDG

女子便所

DG

廊下
（3）

HEU

2-5

FE

3-2

HEU

3-7

FE

3-1

FV

3-1

HEU

2-4

OA EA

HEU

2-7

HEU

2-3

HEU

2-2

HEU

2-12

EA

HEU

3-16

OA EA

HEU

3-11

EA
FD

FD

EA

HEU

3-15

HEX

3-1

OA EA
HEU

3-10

OA EA

HEU

3-13

OA EA OA

HEU

3-12

Seminar Room 1

RASA

×3×2

VD

HEX

B1-5

OA

※1

EA

OA

OA

FD×3

EA
EA EA

CD×4

FD×4

EA

FD×5

女子便所(2)

All Gender Restroom

PASS

PA
SS

PA
SS EA

3.※1は既設ダクト接続箇所を示す。

HEX

B1-3

SA

OA

VD

EA

HEX

B1-2 ×2

将来ダクトキャップ止め300φ×2
将来ダクトキャップ止め400φ×2
将来ダクトキャップ止め500φ×2

EA EA

PA
SS

FV

4-1

EF

4-1

PA
SS

DG

EA

EA

HEU

1-2

廊下 EV機械室 倉庫

EA

機械室2

男子便所

EF

5-2

EA

FD

女子便所

VF

5-1

VD

SFD

EA
EA

SFD

FD

給湯
スペース

VD VD

VD

FE

6-2

EA

EA

FE

6-1

DGDG

EF

1-1

多目的
トイレ

廊下
（3）

男子便所
SK

女子便所

FD×2

VD

Storage
(2)

Storage
(3)

Storage
(1)

EF

1-2

※1
※1

×4

SA RA VD

EA

EF

1-2

VD

HEU

1-4

SA RA※1

×4

Seminar RoomL

SA RA SA RA

×2

HEU

1-2

EA

DG

倉庫

FV

1-3

EA

機械室

FV

1-2

OAG

女子便所(2)

VD

EF

1-3

OA EAOA EA

Entrance Hall

HEU

1-1

OA OA EAEA

HEU

1-6

※1

×2×2

HEU

1-1

HEU

1-5

ACP

1-1-5 ×2

OAG

EAG

OA
CD×3

EA

OA

OA

OA

EF

B1-4

FD

※1
OA コンクリートダクトに接続

FD

EF

B1-3

VD

廊下
(2)

廊下
(1)

FD

EA

SF

B1-1

DS

VD

DS

VD

EA

Heavy Bench

HEU

B1-1

電気室 倉庫3 Learning Space Storage(2)

OA

フィルターBOX(既設)
RA

EA

EA

VD

FD

FE

B1-2

FS

B1-2

FV

B1-2

FD

EA

VD

2.　　　　は既設ダクトを示す。

1.　　　　は新設ダクトを示す。

注記

PS

PS

PS

PS

PS

FD

OAG

OAG EAG

OA
OA

VD

廊下(1)

EA

HEU

2-11

FE

2-4

EA

SA
PASS

×2

SA RA

VD

※1※1

移設

※1 ※1

EF

B1-1

VD

機械室

EA
FD

FD

Storage(1)

OA

Heavy Workshop A

EA
FD

※1

OA
FD

Heavy Workshop B

FD

EA

EF

B1-2

VD
OA

RA

HEX

B1-4

OA

EA

Digital Fabrication Light Bench

OAEA

Admin2 Admin1

HEU

1-3

FD
※1

※1※1

EA
EA

EA

※1

EA

Library(12) Studio A

倉庫
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2
0

0

R F L

2 F L
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,
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0

0
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×2

3
,

5
0

0

4 F L

3
,

5
0

0

5 F L

3
,

5
0

0

6 F L

PAC

2-2-1

RR

R

R

配管系統図　 S = N . S .

ACP

2-3-2

R

D

移設

D

R
R

ACP

2-3-4

D

Booth01
Fab SpaceSeminar Room 3

ACP

3-3-1

※1

R

R

R

RD

RDRD

ACP

1-2-1

C

A

R

ACP

1-3-1

ACP

3-3-2

ACP

2-3-5

Studio B Seminar Room 2Seminar Room 1

201
ネットワーク機器室

D

Studio B

PAC

3-2-1

215
事務室4

PAC

2-2

Library(12)

D

Fab Space（8） Fab Space

R

D

Studio A

ACP

1-1-1

×2

ACP

3-3-3

D

D

R

×2 ×3

ACP

B1-2-1

ACP

B1-1

ACP

1-1-2

ACP

1-1-3

DD

ACP

1-1-5

R
D

D

R

R

R
R

R

R R R

R

ACP

2-3-3

B

D

ACP

B1-1-1

ACP

B1-2

D R

PAC

3-2

R

Studio B Studio B Studio BStudio BStudio BStudio BSeminar Room 3

D R

R

×2

※1

5.※1は既設配管接続箇所を示す。

R

R

R

ACP

1-4-1

R

R

ACP

1-2-1 ×2

R

R

乾式トラップ50(既設)

D

R

D

PAC

B1-2

RR

※1

R
R

Fab Space

×2

R R

ACP

2-3-1

Booth02

ACP

2-3-8

D

※1

402
全学利用室

移設
×2

404
全学利用室

R

D

ACP

2-3-7

ACP

B1-4

R

ACP

B1-3

ACP

2-1-1×4

D R

ACP

2-2-2

B

D

D

R

R

C

D

R

410
全学利用室

PAC

2-1-1 ×2

D

R R

D

ACP

2-1-2

D

×2

RD

ACP

2-1-2

R

R

×4

D

R

R

R

R

R

RR

D

Admin1

D

R R

D

R

RR

R

R

R

D

R

R

PAC

2-1

407
全学利用室

D

RRRR

R

R
R

R

ACP

3-3-4

ACP

3-3-6

D

ACP

3-1-2

冷媒管サイズ表

D

ACP

3-1-3

R

移設

3．●は防火区画貫通処理を示す。（貫通処理は大臣認定工法とする。）

×6

PS

移設

D

ACP

3-2-1

R

R
R

×3

R

ACP

3-2-5

移設

※1

R
R

D R

ACP

3-2-4

PAC

B1-1

ACP

3-3-5

A

D

D R

ACP

3-2-3

D

D

×2

D R

ACP

3-2-2

DD

D

※1

×4

D

×2

D

D

R

D

R

Seminar RoomL

D

R

ACP

3-3-7

R

×3

D

Storage(1)

×3

D

ACP

2-3-6

R
R

ACP

2-3-3

D

×2

R
R

R

R

Entrance Hall

移設

Cafe

D

スペース

ACP

1-1-1×2

ACP

2-2-1 ×4

ACP

1-1-5

R

ACP

3-3-850

PS

機械室

R

D R

R

D

D

R

R

×2

R

R

D

Heavy Bench

R
R

Learning Space

ACP

3-1-1

D

R

R
R

R

2.　　　　は既設配管を示す。

1.　　　　は新設配管を示す。

注記

R R R

ACP

1-3-1

D D

D

R

R

PS

●●●●

●●●●●●●

405
全学利用室

409
全学利用室

411
全学利用室

408
全学利用室

4.冷媒竪管は縦引配管固定金具で固定すること。

D

※1

RR

※1

D

廊下(1)

DD

電気室

※1

D

R

D
R

※1×4

ACP

B1-4-1

ACP

B1-3-1

R

Digital Fabrication

移設

Heavy Workshop BHeavy Workshop A Light Bench

×2

PAC

B1-1-1

R
R

R

×2

PAC

B1-1-2

D

D

×3

D

D

R

×3

※1

PAC

B1-2-1

D
※1

D
※1

DDD
※1

PAC

B1-2-2

D

×2

※1

R※1 ※1

※1

R
R

R

RR

乾式トラップ50×2(既設)

D

※1

Admin2

R

ACP

1-4-1

ACP

1-4-1

D

移設

屋上

D

D

※1

R

DD

D

D

R

ACP

3-2-1
D

D

DD

D
D

D

D D

DD

DD DD D

D

D

給湯

b , e , e , e

b , b

db e

40

be

25 25

記号 液管 ガス管
a 6.4φ 12.7φ
b 9.5φ 15.9φ
c 9.5φ 19.1φ
d 9.5φ 22.2φ
e 9.5φ 25.4φ
f 12.7φ 25.4φ
g 12.7φ 28.6φ
h 15.9φ 28.6φ
i 19.1φ 31.8φ

100

32 32

32

b

b

25 25

50

25 25 25 25

32

50

25 25 25

50

2525 25

25

25

50

25

50

b

50

25

b f d
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警報盤システム　＜移設対象＞

１１．個別連動出力機能

　４．スケジュール制御（週間スケジュール２パターン／点，年間スケジュール

　　　最大３０日間の休日等の設定と設定月日におけるスケジュール一括

　６．簡易表示部に、時刻（年・月・日／時刻），スケジュール時刻等を表示

　７．発停・状態・警報点の状態の常時表示

　５．スケジュールコピー機能

　　　（ブザーは連続鳴動／一定時間鳴動の選択ができる）

　９．一括警報出力（将来遠隔管理システム等に出力）

１０．自己診断（バッテリー充電状態異常）結果表示

　８．警報発生時，警報ブザーの鳴動

名称

警報盤

　２．警報検出

　　　１パターン／点）

　１．発停（切換）操作

　３．状態変化検出

システム機能

供給電源　　：ＡＣ１００／２００Ｖ，５０Ｈｚ

電源断保護　 ：停電後１００時間のデータメモリ及びカレンダ動作

周囲条件　　：５～４０℃，２０～８０％ＲＨ

表示部　　　：７セグメント，６桁

操作部　　　：ランプテスト等

　　　　　　　スケジュール時刻変更

　　　　　　　最大５０ＶＡ

最大管理点数：４０点

接地条件　　：Ｄ種接地

機器仕様

自己診断結果表示部（故障表示）

　　　　　　　・バッテリー充電状態異常　　点灯

　　　　　　：ＬＥＤの表示

常時表示部　：ＬＥＤ２灯（赤／緑）／点

備　考
計量表　示

オンオフ設定
操　作

取合動　力　盤リモート盤名　　称記　号

＜受水槽関係＞

受水槽　満水ＴＷ－１ 警報盤 水位制御盤 ＤＩ

受水槽　減水

ＰＵ－２ 加圧給水ポンプ　一括警報

オンオフ
状態

状態 警報
計　測

温度 湿度 その他

警報盤

警報盤

水位制御盤

1

1

1加圧給水ユニット盤

ＰＵ－１ 加圧給水ポンプ　一括警報 警報盤 1加圧給水ユニット盤

警報盤 水位制御盤感震器作動（遮断弁閉） 1

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

ＤＩ

＜電気室＞

電気室１　温度上限警報 警報盤 1Ｔ５　電気室１ ＤＩ

合計 ６

60
0

300 100

１．パッケージ個別配線工事　＜移設系統／新設系統＞

２．全熱交換器個別配線工事　＜移設系統／新設系統＞

（装置付属品）
ＨＳ

ＡＣＰ ＡＣＰ

室外機

（付属品）
ＲＳ

＜配線仕様＞

天井内　　：ＥＭ-ＣＥＥ１．２５ロ-２Ｃ×１（天井内コロガシ）

冷媒管共巻：ＥＭ-ＣＥＥ１．２５ロ-２Ｃ×１
壁面　　　：ＥＭ-ＣＥＥ１．２５ロ-２Ｃ×１（メタルモール）

＜注記＞

１．電源供給工事は電気工事とする。
２．室内機～室外機間信号線は冷媒共巻工事とする。

ＨＥＵ

壁面配管（本工事）

裏ＢＯＸ（本工事）

リモコン（機器付属品）
取付高：FL+1,200

＜配線仕様＞

天井内　　：ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５ロ-２Ｃ×１（天井内コロガシ）
壁面　　　：ＥＭ-ＣＥＥＳ１．２５ロ-２Ｃ×１（メタルモール）

＜注記＞

１．電源供給工事は電気工事とする。

壁面配管（本工事）

裏ＢＯＸ（本工事）

リモコン（機器付属品）

冷媒管共巻付帯工事

３．ＲＳは別途空調機付属品

２．ＨＳは別途全熱交換器付属品

＜警報盤システム機能表＞

＜警報盤　参照図＞

＜警報盤　管理点一覧表＞

※既設警報盤は１階Admin2へ移設し、管理点分の警報配線を移設先まで盛替えを行う。
　また、移設後に各管理点の対向試験を行い、警報盤の正常動作確認を行う。

〜新設系統〜
機器機番 系統名 HEX HS 備考

HEX-B1-1 B1階 ラーニングスペース 2 1
HEX-B1-2 B1階 ライトベンチ 2 1
HEX-B1-3 B1階 デジタルファブリケーション 1 1
HEX-B1-4 B1階 ヘビーワークショップA 1 1
HEX-B1-5 B1階 ヘビーワークショップB 1 1
HEX-2-1 2階 セミナールーム3 1 1
HEX-3-1 3階 セミナールーム1 1 1
HEX-3-2 3階 セミナールーム3 1 1

合 計 10 8

〜移設系統〜
機器機番 系統名 室内機 RS 備考 機器機番 系統名 室内機 RS 備考

ACP-B1-1-1 B1階 ヘビーベンチ 3 1 既存RS移設 ACP-2-3-7 2階 スタジオ(南) 1 1
既存RS移設

ACP-B1-2-1 B1階 ラーニングスペース 2 1 既存RS移設 ACP-2-3-8 2階 スタジオ(南) 1 既存RS移設
ACP-B1-3-1 B1階 電気室 1 1

既存RS移設 ACP-3-1-1 3階 セミナールーム3 2 1 既存RS移設
ACP-B1-4-1 B1階 電気室 1 既存RS移設 ACP-3-1-2 3階 スタジオ(2) 6 2 既存RS移設
ACP-1-1-1 1階 カフェ(1)・共⽤部 3 1 既存RS移設 ACP-3-1-3 3階 スタジオ(2) 1 1 既存RS移設
ACP-1-1-2 1階 カフェ(2) 2 1 既存RS移設 ACP-3-2-1 3階 スタジオ(2) 4 1 既存RS移設
ACP-1-1-3 1階 共⽤部 1 1 既存RS移設 ACP-3-2-2 3階 スタジオ(1) 4 1 既存RS移設
ACP-1-1-5 1階 エントランスホール 2 1 既存RS移設 ACP-3-2-3 3階 セミナールーム1 2 1 既存RS移設
ACP-1-2-1 1階 セミナールームL 5 2 既存RS移設 ACP-3-2-4 3階 セミナールーム2 1 1

既存RS移設
ACP-1-3-1 1階 セミナールームL 5 2 既存RS移設 ACP-3-2-5 3階 セミナールーム2 1 既存RS移設
ACP-1-4-1 1階 アドミン1・アドミン2 4 2 既存RS移設 ACP-3-3-1 3階 スタジオ(5) 1 1 既存RS移設
ACP-2-1-1 2階 セミナールーム3 2 2 既存RS移設 ACP-3-3-2 3階 スタジオ(6) 2 1 既存RS移設
ACP-2-1-2 2階 スタジオ(⻄) 6 3 既存RS移設 ACP-3-3-3 3階 スタジオ(7) 2 1 既存RS移設
ACP-2-2-1 2階 スタジオ(⻄) 4 2 既存RS移設 ACP-3-3-4 3階 スタジオ(8) 2 1 既存RS移設
ACP-2-2-2 2階 スタジオ(⻄) 4 2 既存RS移設 ACP-3-3-5 3階 スタジオ(4) 1 1

既存RS移設
ACP-2-3-1 2階 スタジオ(東) 1 1 既存RS移設 ACP-3-3-6 3階 スタジオ(4) 1 既存RS移設
ACP-2-3-2 2階 スタジオ(東) 2 1 既存RS移設 ACP-3-3-7 3階 スタジオ(3) 1 1

既存RS移設
ACP-2-3-3 2階 スタジオ(東) 2 1 既存RS移設 ACP-3-3-8 3階 スタジオ(3) 1 既存RS移設
ACP-2-3-4 2階 ブース1 1 1 既存RS移設
ACP-2-3-5 2階 スタジオ(南) 1 1

既存RS移設
ACP-2-3-6 2階 スタジオ(南) 1 既存RS移設 合 計 87 42

〜移設系統〜
機器機番 系統名 HEX HS 備考 機器機番 系統名 HEX HS 備考

HEU-B1-1 B1階 ヘビーベンチ 1 1 既存HS移設 HEU-2-12 2階 スタジオ(⻄) 2 1 既存HS移設
HEU-1-1 1階 カフェ(1)・アドミン1 2 2 既存HS移設 HEU-2-13 2階 215 事務室 1 1 既存HS移設
HEU-1-2 1階 アドミン1・アドミン2 3 1 既存HS移設 HEU-3-2 3階 スタジオ(5) 1 1 既存HS移設
HEU-1-3 1階 セミナールームL 4 2 既存HS移設 HEU-3-3 3階 スタジオ(6) 1 1 既存HS移設
HEU-1-4 1階 セミナールームL 4 2 既存HS移設 HEU-3-4 3階 スタジオ(7) 1 1 既存HS移設
HEU-1-5 1階 カフェ(2) 1 1 既存HS移設 HEU-3-5 3階 スタジオ(8) 1 1 既存HS移設
HEU-1-6 1階 共⽤部 1 1 既存HS移設 HEU-3-6 3階 スタジオ(4) 1 1

既存HS移設
HEU-2-2 2階 スタジオ(東) 1 1 既存HS移設 HEU-3-7 3階 スタジオ(4) 1 既存HS移設
HEU-2-3 2階 スタジオ(東) 1 1 既存HS移設 HEU-3-8 3階 スタジオ(3) 1 1

既存HS移設
HEU-2-4 2階 ブース1 1 1 既存HS移設 HEU-3-9 3階 スタジオ(3) 1 既存HS移設
HEU-2-5 2階 ブース2 1 1 既存HS移設 HEU-3-10 3階 スタジオ(2) 3 2 既存HS移設
HEU-2-6 2階 スタジオ(南) 1 1

既存HS移設 HEU-3-11 3階 スタジオ(2) 1 1 既存HS移設
HEU-2-7 2階 スタジオ(南) 1 既存HS移設 HEU-3-12 3階 スタジオ(2) 2 1 既存HS移設
HEU-2-8 2階 スタジオ(南) 1 1

既存HS移設 HEU-3-13 3階 スタジオ(1) 2 1 既存HS移設
HEU-2-9 2階 スタジオ(南) 1 既存HS移設 HEU-3-15 3階 セミナールーム2 1 1

既存HS移設
HEU-2-10 2階 スタジオ(⻄) 2 2 既存HS移設 HEU-3-16 3階 セミナールーム2 1 既存HS移設
HEU-2-11 2階 スタジオ(⻄) 2 1 既存HS移設 合 計 49 33

〜新設系統〜
機器機番 系統名 室内機 RS 備考

PAC-B1-1-1 B1階 ヘビーワークショップA 2 1
PAC-B1-1-2 B1階 ヘビーワークショップB 2 1
PAC-B1-2-1 B1階 ライトベンチ 3 1
PAC-B1-2-2 B1階 デジタルファブリケーション 3 1
PAC-2-1-1 2階 215 事務室 2 1
PAC-2-2-1 2階 ブース2 1 1
PAC-3-2-1 3階 セミナールーム1 1 1

合 計 14 7
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業務名称 工事名称共通事項

Ｍ-

計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

A3:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本N.S

N.S

119自動制御設備　計装図（１）

7927996873
はんこ



自動制御機器表

記号 名　　称 形　　番 備　　考

Ｂ１Ｆ

（装置付属品）
ＳＷ

ＤＤＣ

☆

Ｅ．Ａ

（装置付属品）
ＳＷ

☆

（装置付属品）
ＳＷ

☆

ＯＰ

＜制御項目＞

１．ＩＮＶ回転数制御

　．最低３０分の予備運転を行う。

　　ＩＮＶ制御を行う。

　　のＩＮＶ制御を行う。

ＤＤＣ デジタル式調節器

盤表面型表示設定器ＯＰ

ＷＹ５１１１

ＱＹ５１００Ｗ

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

５Ｆ

６Ｆ

ＲＦ

☆

☆

- 人感センサー -

CAV-5-1

CAV-4-1

CAV-3-1（撤去）

CAV-2-1（撤去）

３．ファン発停制御　＜撤去＞

＜制御項目＞

１。室内温度制御 　　

　　室内温度により、ファン発停制御を行う。

T5

・機械室１・２・３　ＦＳ－Ｂ１－１，ＦＥ－Ｂ１－１

ＳＷ ＣＡＶスイッチ -

室内型温度調節計Ｔ５ ＴＹ６３００Ｚ 二位置

ＦＡＮ

ＦＳ－Ｂ１－１ ＦＥ－Ｂ１－１

　　※給・排気ファンの連動は動力盤にて行う。（電気設備工事）

４．温度警報制御　＜移設＞ ５．排気ファン制御　＜撤去更新＞

ＦＡＮ

＜制御項目＞

Ｔ５

・電気室１・２

ＦＡＮ

ＦＡＮ

温度上限警報

１。温度警報監視 　　

　　電気室温度上昇時、警報盤に室内温度上限警報を出力する。

電気室

ＦＥ－Ｒ－２

ＦＥ－Ｒ－１

ＦＥ－Ｒ－１：Ｂ１Ｆ～３Ｆ系統排気ファン（改修対象）
ＦＥ－Ｒ－２：４Ｆ～５Ｆ便所系統排気ファン（変更なし）

　　ＣＡＶ台数に応じて、ＦＥ－Ｒ－１排気ファンの

　．人感センサーにより、ＦＥ－Ｒ－２トイレ排気ファン

CAV-B1-1（撤去）

参　考　寸　法

壁掛盤警報盤

盤　名

盤リスト

形状
Ｗ

３００ １００

Ｈ Ｄ

移設６００

排気ファン制御盤 ２１５０ ４００
回路変更

８００
ＤＤＣ及びＩＮＶ

自立盤 のパラメータ変更

Ｂ１Ｆ給排気ファン制御盤 ２１５０ ４００７００自立盤

　．Ｂ１Ｆ～３Ｆの室内のＣＡＶＳＷにより開している

給排気ファンの撤去に伴い、制御盤及び制御機器、配線・配管の撤去を行う。 部屋間仕切り変更に伴い、Ｔ５（室内型温度調節計）の移設を行う。

CAV-3-2（更新）

CAV-2-2（更新）

枠内のＣＡＶ撤去後、更新

枠内のＣＡＶ撤去

＜撤去更新に伴う対応＞

・ＤＤＣ内のソフト及びパラメータ変更

・ＩＮＶのパラメータ変更

・パラメータ変更後の試運転調整

６．パッケージエアコン廻り工事　＜既設系統＞

（注記）

室内機

室外機

空調配管工事（冷媒管共巻）

集中リモコン渡り線

集中リモコン渡り線

空調配管工事（冷媒管共巻）

ＳＲＣ
（付属品）

室外機室外機

室内機 室内機 室内機

集中リモコン渡り線
空調動力盤

キュービクル

Ｍ電力計×５個

（電気工事）

（電気工事）

　・手元リモコン（ＲＳ）はエアコン付属品とする。

　・内外渡り工事は空調配管工事（冷媒管共巻）とする。

　・室内機、室外機への電源送りは別途電気設備工事とする。

　・集中リモコン（ＳＲＣ）はエアコン付属品とし、電気計量按分機能付とする。

＜移設に伴う対応＞

・撤去系統のアドレス削除

・室内機移設に伴うアドレス再設定

・集中リモコン内の部屋名称等の変更

枠内の既設ＳＲＣ移設

集中リモコン渡り線

ＲＳ

集中リモコン渡り線

空調配管工事（冷媒管共巻）

（付属品）
ＳＲＣ

（付属品）

室外機室外機

室内機 室内機

枠内の新設ＳＲＣ移設

〜新設系統〜
機器機番 系統名 室内機

PAC-B1-1-1 B1階 ヘビーワークショップA 2
PAC-B1-1-2 B1階 ヘビーワークショップB 2
PAC-B1-2-1 B1階 ライトベンチ 3
PAC-B1-2-2 B1階 デジタルファブリケーション 3
PAC-2-1-1 2階 215 事務室 2
PAC-2-2-1 2階 ブース2 1
PAC-3-2-1 3階 セミナールーム1 1

合 計 14

７．パッケージエアコン廻り工事　＜新設系統＞

（付属品）
ＲＳ

（付属品）
ＲＳ

（付属品）
ＲＳ

（注記）

　・手元リモコン（ＲＳ）はエアコン付属品とする。

　・内外渡り工事は空調配管工事（冷媒管共巻）とする。

　・室内機、室外機への電源送りは別途電気設備工事とする。

　・集中リモコン（ＳＲＣ）はエアコン付属品とし、電気計量按分機能付とする。

備考

　撤去

自動制御機器表・盤リスト

図面名称

業務名称 工事名称共通事項
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○

給湯スペース200貯湯式電気温水器（手洗い用） 型　　式:ＥＷＨ－２

12 L

3.1

再利用

1

再利用

再利用

再利用

H
e
a
v
y

W
o
r
k
s
h
o
p

B

（４Fのみ LF-7E-19、SF-20PA-P、SF-202、SF-10E）

1

○

1

2

17

3

3

1

AWL-33(P)-NSNE壁掛手洗器

1

KF-4560A 450×600化粧鏡

1

壁給水・壁排水

B1階

壁給水・壁排水

4 1W（1φ100V）

3

L-A951AE AM-300CV1（自動水栓）

2

洋風大便器

3.電源周波数は、50Hzとする。

2.満水時重量15kgを超える電気温水器、ガス給湯器は、国土交通省告示台1447号「建築設備の構造耐力上安全な構造方法を定める件の一部を改訂する件」に準拠し設置・転倒防止の措置をとること。

　特　記　事　項

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

3.電源周波数は、50Hzとする。

2.満水時重量15kgを超える電気温水器、ガス給湯器は、国土交通省告示台1447号「建築設備の構造耐力上安全な構造方法を定める件の一部を改訂する件」に準拠し設置・転倒防止の措置をとること。

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

19

H
e
a
v
y

B
e
n
c
h

4

移設再利用2,3

1

7

3

男
子
便
所

女
子
便
所

5階

4

屋内消火栓箱 1 3F易操作性1号消火栓格納箱　放水口併設露出形（総合型）ＨＢ－１ＨＢ ----

4

寸　　法: 750 W × 230 D × 1350 H

型　　式: 各所

B1F(2) 各所

----

参考型番

寸　　法:

易操作性1号消火栓格納箱　露出形（総合型）

750 W × 200 D × 1350 H

屋内消火栓箱ＨＢ－１Ｂ 型　　式:

3F1

減圧機構付消火栓開閉弁、法定付属品一式

-

Studio B

-- -

付属品　:

750 W × 200 D × 1350 H寸　　法:

易操作性1号消火栓格納箱　埋込形（総合型）

泡沫自在水栓

屋内消火栓箱ＨＢ－１Ａ 2F1 Studio A型　　式:

機械室B1F

A
l
l

G
e
n
d
e
r

R
e
s
t
r
o
o
m

C-P111PA DQ-PB150P（タンクセット）、CW-PA11FLQE-NE（温水洗浄便座）、CF-63HST（棚付2連紙巻器）

Kitchen

7.52003 ●Ａ

7

1

1

1

K
i
t
c
h
e
n

制御盤（呼水槽満水・減水警報、消火水槽満水・減水警報、

1

消火栓ポンプユニット（消防法適合品）

LF-14F-13-U

L-S

50φ × 300 L/min × 81m仕　　様:

型　　式:ＰＦＵ－１ 屋内消火栓ポンプユニット

4-8W（1φ100V）3壁掛小便器

○3.72003

凡例　1．操作方法［M／ 手動、R／ 遠隔、A／ 自動］　2．警報［○／ 警報有り］　3．電源種別［○／ 一般、◎／ 保安、●／ 非常］
　　　※電源種別において、保安：自主的に必要な発電機用電源　非常：法的に必要な発電機用電源

型　　式:

容　　量:

給湯スペース

ＴＷ－１ 1受水槽 FRP製パネルタンク(複合板）

16.0m3（有効　12.0m3）

貯 湯 量:

他標準付属品一式

B1 機械室○

（情報基盤センター系統）

100VA

U-A51AP

凡例　1．操作方法［M／ 手動、R／ 遠隔、A／ 自動］　2．警報［○／ 警報有り］　3．電源種別［○／ 一般、◎／ 保安、●／ 非常］
　　　※電源種別において、保安：自主的に必要な発電機用電源　非常：法的に必要な発電機用電源機器表（2）

機器記号 機器名称

○

機　器　仕　様 操作

B1 再利用

Ａ水位制御盤用電源 100

（別館・低温センター系統）

加圧給水ポンプユニットＰＵ－２

1

B1

台下設置形

1

方法

機械室型　　式:

5.52003 ○○Ａ

週間タイマー、密閉式膨張水排水装置、逃し管

警報 電源

4

種別
台数

設置場所

φ V kW 起動 階 室名
備　考

動　力（50Hz）

他標準付属品一式

台下設置形

1

5

2.0×4.0（2.0+2.0）×2.0H

貯 湯 量:

50φ × 380 L/min × 43m

機械室

付属品　:

1

再利用

推定末端圧力一定給水ポンプユニット（単独交互運転）

○Ａ

40φ × 290 L/min × 44m

推定末端圧力一定給水ポンプユニット（単独交互運転）

仕　　様:

機器表（1）

機器記号 機器名称 機　器　仕　様 方法
操作 警報

3

種別
電源 台数

設置場所

φ V kW 起動 階 室名
備　考

動　力（50Hz）

外形寸法:

壁掛洗面器

1

CafeＥＷＨ－１ 型　　式:

付属品　:

1 1L-S Ａ

週間タイマー、密閉式膨張水排水装置、逃し管

1貯湯式電気温水器（カフェ用） 台下設置形 ○200

他標準付属品一式

3.1

50 L貯 湯 量:

器具表

○

2階

LF-7E-19、SF-20SAF-P、SF-202、SF-10E

女
子
便
所（

２）

器具名称

TOTO

参考型番

ＬＩＸＩＬ

備　　考合
計 消費電力

H
e
a
v
y

W
o
r
k
s
h
o
p

A

1階

Digital
Fabrication

女
子
便
所（

２）

3階

K
i
t
c
h
e
n
(
6
)

4階

1

22

掃除流し

給
湯
ス
ペー

ス

350W（1φ100V）

1

女
子
便
所（

２）

　特　記　事　項

SF-WL420SYX(JW)シングルレバー混合水栓

壁給水・壁排水

S-202A

4

5

4

3

L-S Ａ

仕　　様:

型　　式:ＰＵ－１ 加圧給水ポンプユニット

C
a
f
e

4

2

2

3

1 壁給水・床排水(4Fのみ壁排水)

4

週間タイマー、密閉式膨張水排水装置、逃し管

ＡL-S 31

付属品　:

型　　式: 200 3.1ＷＨＥ－１ 貯湯式電気温水器（手洗い用）

12 L

再利用

7

再利用

再利用

TCF5524AE（温水洗浄便座、エコリモコン）、YH701（2連紙巻器）UAXC3C1A

TENA125AH（自動水栓）、REAH03B11（電気温水器）

TENA125AH（自動水栓）、REAH03B11（電気温水器）

TENA12AH（自動水栓）

YM4560F

UFS900R

LSG125ANR

LSA90AAP

SK22A

TKS05301J

T28AUNH13

T28AUNH13

再利用1F 各所

再利用2F 各所

再利用3F 各所

(3)

(2)

(1)

8

図面名称

業務名称 工事名称共通事項

Ｍ-

計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

A3:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本N.S

N.S

衛生設備　機器表・器具表（改修） 201
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4
,

2
0

0

B 1 F L

女子便所(2)

4
,

2
0

0

1 F L

4
,

2
0

0

2 F L

3
,

5
0

0

3 F L

3
,

5
0

0

4 F L

3
,

5
0

0

5 F L

3
,

5
0

0

6 F L

R F L

G L

2.　　　　は既設配管を示す。

1.　　　　は新設配管を示す。

注記

系統図　 S = N . S .

量水器80

GV25
GV20
BV65

GV25
GV50

3,※1は既設配管接続箇所を示す。

給湯スペース

Cafe

男子便所
女子便所
給湯スペース

B 1 F L - 5 0 0

2

EWH

ピット

Kitchen(6)

1

GV20

75,50

男子便所
女子便所

男子便所
女子便所

1

男子便所
女子便所
給湯スペース

GV20

男子便所(2)

GV80

Heavy
Workshop

B

75,100

Heavy
Workshop

A

Heavy
Bench

Digital
Fabrication

移設

移設

GV25
GV50

50,100

EWH

1

以降既設排水桝へ

GV50

WHE

100

75

GV50
GV25

Kitchen

75,50

GV50

1

WHE

女子便所(2)

GV25
GV20
GV50

GV20

GV25
GV50

※1

20

男子便所
女子便所
給湯スペース

75

男子便所
女子便所
多目的トイレ

GV20

100

GV50

All Gender
Restroom

GV50

75,100

75

100

WHE

65
65

図面名称

業務名称 工事名称共通事項

Ｍ-

計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

A3:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本
N.S

衛生設備　系統図（改修） N.S 202
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3
,

5
0

0

5 F L

PFU

1

機械室

6 F L

R F L

G L

65

消火水槽

X

廊下(1)

X

X

50
移設

65

65

50
移設

50

移設

XS

連結送水管案内表示板

65

XS

系統図　 S = N . S .

XS
XS

XS

50
X

X

50
移設

50

65,100

XSXS
X

50

X

4
,

2
0

0

X

移設

HB

1B

X

移設

65

廊下（2） Seminar RoomL

HB

1B

X

HB

1B

HB

1B

X

X

DS

Studio B

X

Studio A

HB

1A

HB

1B

Library(12)

B 1 F L

50

X

HB

1HB

Studio B

X

EVホール

4
,

2
0

0

1 F L

X

X
X

50

XX

GV100
CV100

HB

1A

XS

3
,

5
0

0

4 F L

X

3
,

5
0

0

3 F L

フート弁65
（機器付属品）

GV,CV,FJ
(機器付属品）

FJ50

サクションカバー
（機器付属品）

GV20

EVホール

HB

1B

50

移設X

65,100

100

100,50

HB

1B

XX

X X

送水口双口形
(連結送水管用)

Entrance Hall

HB

1B

4
,

2
0

0

X

2 F L

3
,

5
0

0

2.　　　　は既設配管を示す。

1.　　　　は新設配管を示す。

注記

Heavy Workshop A

移設

50

Light Bench

65
50

65,50 50
移設

図面名称

業務名称 工事名称共通事項

Ｍ-

計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

A3:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本 211
N.S

N.S消火設備　系統図（改修）
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Vφ
備　考

kg/hW

消費電力

冷房 kW 暖房 kW
台数

加湿量送風機操作 電源

方法Pa
警報

種別
形　　式 形　番

kWkW

冷房能力

系　統階

系　統　名
記　号

572030

電源

○660

機外静圧

m3/h

暖房能力 最大送風量

-

天井カセット形 100-50 1

加湿量
形式 静圧

機外

500 500 202

型番
風量

150天井カセット形 リモコン○ 1全熱交換ユニット

（50Hz）

リモコン

1

21

直入 Ｍ1001

○直入 Ｍ

室名階W 起動Vφ

備考運転方法
設置場所

数量
基礎

防振

種別

電源
警報

方法

操作
電動機

全熱交換ユニット

HEU-1-7

名称記号

（kg/h）（Pa）（m3/h）

全熱交換器ユニット（撤去）

特　記　事　項

202　事務室（1）

　清掃員控室50

特　記　事　項

1.記載の機器は付属品含み全て撤去とする。

○ B1 機械室11

○

1

100

1♯3 200

起動

3300床置型

80400150φ

Vφ
基礎

2003♯3

防振

床置型

天井埋込天井扇（低騒音形、金属製） 1

FE-R-1 排風機

○Ａ片吸込シロッコファン 5.5 直入

種別

電源
警報

方法

操作
電動機

（50Hz）呼称
方式

設置

送風機FS-B1-1

○

○

Ａ片吸込シロッコファン 直入

Ｍ直入FV-B1-1 排風機

機外

静圧形式

階

数量

kW

ー

風量

（m3/h） （Pa）

1.記載の機器は付属品含み全て撤去とする。

送風機（撤去）

片吸込シロッコファン

5.5

手元スイッチ

30011,700

設置場所

室名

名称

11,900 機械室1B1

FE-B1-1 排風機

備考運転方法記号

HEU-2-1

リモコン302　ITインフラ実習室全熱交換ユニット 31○Ｍ直入天井カセット形 100-50 1500 500 202

リモコンHEU-3-14 全熱交換ユニット 1○Ｍ直入天井カセット形 100-50 1 3 315　情報メディア学生部屋500500 202

HEU-3-1

リモコン401　全学利用室全熱交換ユニット 天井カセット形 350 50 1○Ｍ直入100- 1 4134HEU-4-1 300

リモコン全熱交換ユニット 天井カセット形 500 50 1○Ｍ直入100- 1 202 501　全学利用室5HEU-5-1 350

2.828　清掃員控室 ー 1 ー200 ーＭ天井カセット2方向形1 1ACP-1-1-4 RCID-GP28K2(日立)

571320 5050○ー 1 200 ーＭ6.35.656215　事務室ACP-2-2-3 ー天井カセット4方向形2 2 RCI-GP56K3(日立)

578.5ACP-4-1-1 4 天井カセット4方向形 ー401　全学利用室 71 7.1 1ー1620 Ｍ ー2001 ○ 90 80 RCI-GP71K3(日立)

578.5ACP-5-1-1 5 天井カセット4方向形 ー501　全学利用室 7.171 1ーＭ200 ○1620 ー 801 90 RCI-GP71K3(日立)

　特　記　事　項

1.記載の機器は付属品含み全て撤去とする。

マルチパッケージ形空気調和機（屋内機）（撤去）

各階準備室・倉庫系統200床置型 700#1 3 0.2200 INV Ｍ ○ 1 6 機械室2○ ON/OFFスイッチ

B1 電気室153W100

手元スイッチ1001排風機 ○ 1天吊型 ♯1 1/4消音ボックス付送風機 600 100 直入 ＭFE-2-3 212　倉庫2

サーモスイッチ機械室1・2・3系統

FS-B1-1と連動 機械室1・2・3系統

特　記　事　項

ON/OFFスイッチ付属

機器記号 機器名称 系統機器記号 機器仕様

定風量装置CAV-B1-1 FE-R-1 丸型、電子式（全閉機構付）

風量
区分

EA

m3/h

200

動　力

φ

1

V

24

W

4

操作
方法

Ｍ

監視 備　考
階 室名

系統名

倉庫B1

台数

1

21

手元スイッチ

準備室

定風量装置CAV-3-1

1 100100天井埋込 80

FE-R-1 丸型、電子式（全閉機構付） EA 250 1 24 4 Ｍ 31 準備室

定風量装置CAV-2-1 FE-R-1 丸型、電子式（全閉機構付） EA 250 1 24 4

1

Ｍ

○Ｍ直入排風機FV-1-4

○

○

○

電源
種別

ON/OFFスイッチ付属

ON/OFFスイッチ付属

1.記載の機器は付属品含み全て撤去とする。

定風量装置（撤去）

100φ 18.5W 1 警報盤スペース天井扇（低騒音形、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

VAC150GDS(ﾀﾞｲｷﾝ)

VAC500GDS(ﾀﾞｲｷﾝ)

VAC500GDS(ﾀﾞｲｷﾝ)

VAC500GDS(ﾀﾞｲｷﾝ)

VAC350GDS(ﾀﾞｲｷﾝ)

VAC500GDS(ﾀﾞｲｷﾝ)

3.2

3SRM4 f-A型(荏原)

3SRM4 f-A型(荏原)

FY-20SCS3(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)

1SRM4 f-B型(荏原)

FY-32BK7H(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)

FY-24CG8(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)

96W

204

図面名称

業務名称 工事名称共通事項 計画課施設部長

水
谷

西
村

西
原

山
本

R7
A1:

図面番号縮尺作成年度

一級建築士事務所　東京都知事登録第14494号
〒151-0072　東京都渋谷区幡ヶ谷１丁目３４番１４号

総合設備コンサルタント株式
会社

東京大学（本郷）情報基盤センター本館改修（設備）設計業務 東京大学（本郷）情報基盤センター本館等改修機械設備工事 関

印

本A3: N.S Ｍ-301空気調和設備　機器表（撤去）
N.S
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≒
2.5ｍ

工学部９号館

(総合研究機構)

工学部10号館

風工学実験室

(全径間風洞)

超高圧電子

顕微鏡室

低温センター

弥生門

車庫

文学部

ｱﾈｯｸｽ

ﾀﾞﾝﾃﾞﾑ加速器

研究棟

工学部12号館

原子力総合ｾﾝﾀｰ

ＲＩ総合センター

情報基盤センター

理学部３号館

原子力動力実験室

情報基盤ｾﾝﾀｰ
別館

0 10 20 30 40 50 100m
対象建物：情報基盤センター別館

計画地：浅野キャンパス
⽂京区弥⽣２丁⽬11番１６号

Ｎ

言問通り
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会社
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9.消費電力、圧縮機・送風機電気容量は参考値とする。

Ｍ2003

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

7.天井カセット形は化粧パネルを付属とする。

5.圧縮機は屋外形とする。

18.0

1,020

1

8.フィルターは製造者標準品とする。

1 ーＭ 8○3.636 200

Ｍ

4.545 ー

2003冷暖切替B1ACP-B1-2 B1F 自習室・相談室系統

ー

機外静圧

m3/h

最大送風量

6.リモコンはワイヤード液晶リモコンとする。

電源

118.7 8.78x2

備　考
kWkW

消費電力

冷房 kW
台数

送風機圧縮機操作 電源
方法

警報
種別

設置場所

Ｍ冷暖切替B1 屋上B1F 大演習室系統

形　　式 形　番
kWkW

暖房能力冷房能力

系　統階

系　統　名
記　号

電源

Vφ

ー 20.056.0

設置場所
電源

Vφ
備　考

記　号
系　統　名

階 系　統

冷房能力 暖房能力

kW kW
形　番形　　式

凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．警報［○／警報有り］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］

8.定格電流20Aを超える機器については、アクティブフィルターを付属とする。

　特　記　事　項

ACP-B1-1

種別
警報

Pa

9.消費電力、圧縮機・送風機電気容量は参考値とする。

560 ○

3.冷房能力及び暖房能力並びに運転条件は、JIS B 8616による。

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

マルチパッケージ形空気調和機（屋外機）

方法
電源操作

63.0

暖房 kW

送風機 加湿量
台数

kWkW

消費電力

kW

送風機圧縮機操作 電源
方法

警報
種別

　特　記　事　項

暖房 W冷房 W

消費電力

W kg/h
備　考

2.電源周波数は、50Hzとする。

ユニット名 形　　式
kWkW

暖房能力

2.電源周波数は、50Hzとする。

冷房能力

系　統階

系　統　名
記　号

ーＭ ○

マルチパッケージ形空気調和機（屋内機）

200ー ー天井カセット4方向形B1ACP-B1-1-2 大演習室（個室部分）

ー

ACP-B1-1-1

5745 4.5 5.0 1,200 50 50

5.ドレンアップメカ、防振吊金具、室外機防振ゴムパッドを付属とする。

4.冷媒種別はR32とする｡

57ー ー40404.0天井カセット4方向形B1

凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．警報［○／ 警報有り］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］

4.冷媒種別はR32とする｡

φ V

7.集中リモコン（タッチパネル式）を1台含むとする。

3.冷房能力及び暖房能力並びに運転条件は、JIS B 8616による。

台数

2

パッケージ形空気調和機

3.冷房能力及び暖房能力並びに運転条件は、JIS B 8616による。

4.天井カセット形はドレンアップメカ、防振吊金具、化粧パネル、室外機防振ゴムパッドを付属とする。

凡例　１．操作方法［Ｍ／ 手動、Ｒ／ 遠隔、Ａ／ 自動］　２．警報［○／ 警報有り］　３．電源種別［○／ 一般、◎／保安、●／ 非常］

2003 0.40x2

200

160

○Ｍ ー15.0 6

大演習室

16.0

57

冷暖切替1 屋上 1

○ 1屋上4.15 0.173.753.80

屋上
2

6.スプリング防振架台を付属とする。

9.室外機基礎は既設再利用とする。

8.消費電力、圧縮機・送風機電気容量は参考値とする。

10.室外機基礎は既設再利用とする。

7.フィルターは製造者標準品とする。

6.リモコンはワイヤード液晶リモコンとする。

5.床置ダクト形、電算機室用は、室内機防振架台、室外機防振架台を付属とする。

UTNET機器室

57天井カセット4方向形遠隔会議室3ACP-3-1-1 50

冷房専用

50

屋上室外機 63.3 - 冷房 20.9 6.0+4.4x2 5.5
UTNET機器室

PAC-2-1-1
PAC-2-1

室内機 電算機室用
Ｍ ー 〇

－ -
2

63.3 -
2003

暖房 -
6

1,200

室外機

自習室B1 天井カセット4方向形 ーー 200 ○Ｍ ー1ACP-B1-2-1 28 2.8 3.2 900 30 30

2

2.電源周波数は、50Hzとする。

　特　記　事　項

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

38W150♯1FE-2-1 100 UTNET機器室

手元スイッチ

ー1排風機 天吊型 ○直入 1消音ボックス付送風機 100 Ｍ 2

手元スイッチ2Ｍ100消音ボックス付送風機 1直入 ○天吊型

ー ○ACP-1-1 615 61.5 69.01F 学生スペース系統 20.9 21.8 9.61x2 0.40x2

1○ーＭ2003冷暖切替 屋上ACP-2-1 2F UTNET管理ｽﾍﾟｰｽ系統1 224 22.4 25.0 5.95 5.60 5.18 0.26

11 屋上冷暖切替 3 200 Ｍ ー ○ACP-3-1 3F 遠隔会議室系統 335 33.5 37.5 9.83 10.6 9.32 0.33

室内機
Ｍ ー 〇

－
2002

PAC-2-2
PAC-2-2-1

ハウジング
冷房専用 45.2

45.2

-

-
3

冷房 16.9

暖房 -

6.0+4.4

-

3.7

ハウジング電算機室用

管理室

屋上0.17x12.00

暖房 2.74

冷房 2.85
3 200

11.210.0

11.210.0冷暖切替（シングル）
管理室3

PAC-3-1-1
PAC-3-1

0.057x2－
〇ーＭ

天井カセット2方向室内機

室外機
1

1
屋上

3 200
冷暖切替（シングル）

－
〇ーＭ

室内機

室外機PAC-3-2
PAC-3-2-1

3 教員共同利用室
天井カセット2方向

10.0

10.0

11.2

11.2

冷房 2.85

暖房 2.74

2.00

0.057x2

0.17x1

教員共同利用室

1
0.17x1

0.057x2

3.30

暖房 3.75

冷房 4.01

8.0

16.0

7.1

14.0

天井カセット4方向
3

室外機

室内機
Ｍ ー 〇

－

冷暖切替（ツイン）
2003

屋上PAC-3-3
PAC-3-3-1

事務室
事務室

メディア部門サーバー室0.75x1

3.0

暖房 -

冷房 3.68

14.0

14.0 -

-床置ダクト

冷房専用
メディア部門サーバー室

PAC-3-4-1
PAC-3-4 0.2+0.2

3
室外機

室内機
Ｍ ー 〇

－
2003

屋上
1

教員室14
PAC-4-1-1
PAC-4-1

0.057x2－
〇ーＭ

天井カセット2方向室内機

室外機
1

冷暖切替（シングル） 12.5 14.0

12.5 14.0
2003

冷房 4.29

暖房 3.70

2.95 0.17x1 屋上

教員室1

1教員室24
PAC-4-2-1
PAC-4-2

0.057x2－
〇ーＭ

天井カセット2方向室内機

室外機 冷暖切替（シングル） 10.0 11.2

10.0 11.2
2003

冷房 2.85

暖房 2.74

2.00 0.17x1 屋上

教員室2

1
屋上0.05x11.05

暖房 1.77

冷房 1.56
3 200

6.35.6

6.35.6冷暖切替（シングル）室外機

室内機 天井カセット2方向
Ｍ ー 〇

－ 0.057x1PAC-4-3-1
4

PAC-4-3
教員室3

教員室3

14
0.17x1

〇ーＭ
天井カセット2方向室内機

室外機 冷暖切替（シングル）
2003

屋上

PAC-4-4-1
PAC-4-4

教員室4
10.0 11.2

10.0 11.2

2.00

暖房 2.74

冷房 2.85

0.057x2－ 教員室4

PAC-4-5
PAC-4-5-1

教員室54
－

〇ーＭ
天井カセット2方向室内機

室外機 冷暖切替（シングル）
2003

屋上0.05x1

教員室5

4.0

4.0

4.5

4.5

冷房 1.01

暖房 1.02

0.65

0.057x1

－

冷房 2.85

暖房 2.7411.210.0

11.210.0
教員室6

PAC-4-6-1
PAC-4-6 2.00 屋上

3 200
冷暖切替（シングル）室外機

室内機 天井カセット2方向
Ｍ ー 〇

0.17x1
4

0.057x2 教員室6

1

1

1
屋上

3 200
冷暖切替（ツイン）室外機

室内機 天井カセット4方向
Ｍ ー 〇4

PAC-4-7-1
PAC-4-7

会議室
10.0 11.2

5.0 5.6

0.172.00

暖房 2.66

冷房 2.83

－ 0.057x2 会議室

4UTNET管理スペース1 30309003.22.8282 ーー 200 ○Ｍ ー1ACP-2-1-1 天井カセット4方向形 57

11 ーＭ ○200ー ー28 2.8 3.2 900 30 30ACP-2-1-2 2 UTNET管理スペース2 天井カセット4方向形 57

11 ーＭ ○200ー ー天井カセット4方向形B1ACP-B1-2-2 28 2.8 3.2 900 30 30 57ラウンジ

11 ーＭ ○200ー ー天井カセット4方向形B1ACP-B1-2-3 28 2.8 3.2 900 30 30 57倉庫1

141,020 1 ーＭ ○3.636 200 57ー ー40404.0天井カセット4方向形学生スペース1ACP-1-1-1

リモコン

○Ｍ B1

φ V 起動

○Ｍ B1100天井埋込形 ー全熱交換ユニット 1-HEX-B1-2 430800800 直入100 1 大演習室（個室部分）

リモコン100 直入- 1全熱交換ユニット ー天井埋込形 100 B1Ｍ ○650 650 395 1 自習室HEX-B1-3

リモコン1○Ｍ B1100天井カセット形 ー全熱交換ユニット 1- 直入100HEX-B1-4 150 150 69 相談員室

ラウンジ69150150天井カセット形HEX-B1-5 1○

100

Ｍ B1100 ー全熱交換ユニット 1- 直入100 リモコン

リモコン107250250天井カセット形 1○Ｍ B1100 ー全熱交換ユニット 1- 直入100HEX-B1-6 倉庫1

リモコン100 直入- 1全熱交換ユニット ー100 1Ｍ ○ 8天井カセット形HEX-1-1 350 350 153 学生スペース

2 UTNET管理スペース1195500500

天井埋込形

HEX-2-1 100

ー全熱交換ユニット

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

2.電源周波数は50Hzとする。 5.天井カセット形は天井パネルを付属とする。

4.防振吊金具を付属とする。

特　記　事　項

1

凡例　1．操作方法［M／ 手動、R／ 遠隔、A／ 自動］　2．警報［○／ 警報有り］　3．電源種別［○／ 一般、◎／ 保安、●／ 非常］

　　　※電源種別において、保安：自主的に必要な発電機用電源　非常：法的に必要な発電機用電源

100

直入

3.フィルタ－はメ－カ－標準とする。

全熱交換器ユニット

（m3/h） （Pa）

- 1全熱交換ユニット ー100 Ｍ ○ 2天井カセット形

リモコン

リモコン

（kg/h）

記号

リモコン2100 直入- 1全熱交換ユニット ー100 Ｍ ○天井カセット形HEX-2-2 250 250 107 UTNET管理スペース21

リモコン1天井カセット形 ○Ｍ100 ー全熱交換ユニット 1-

名称

-

電動機
操作

方法
警報

電源

種別

2

1

リモコン 設置場所
運転方法

HEX-B1-1

加湿量

階 室名

風量
型番 （50Hz）

W

4395650650 直入 大演習室 リモコン

機外

備考静圧形式

直入100 3250 250 107 管理室（センター長室）HEX-3-1

リモコン153350350 3100 直入- 1全熱交換ユニット ー100 Ｍ ○天井カセット形 1HEX-3-2 教員共同利用室

事務室HEX-3-3 2天井カセット形 ○Ｍ100 ー全熱交換ユニット 1- 直入100 3250 250 107 リモコン

リモコン2○Ｍ 3100天井埋込形 ー全熱交換ユニット 1- 直入100HEX-3-4 800 800 430 遠隔会議室

リモコン天井カセット形 ○Ｍ100 ー全熱交換ユニット 1- 直入100350 350 153HEX-4-1 1 教員室14

リモコン100 直入- 1全熱交換ユニット ー100 Ｍ ○天井カセット形HEX-4-2 250 250 107 1 4 教員室2

教員室3107250250HEX-4-3 100 直入- 1全熱交換ユニット ー100 Ｍ ○天井カセット形 1 4 リモコン

リモコン107250250 100 直入- 1全熱交換ユニット ー100 Ｍ ○天井カセット形 1 4HEX-4-4 教員室4

リモコン41天井カセット形 ○Ｍ100 ー全熱交換ユニット 1- 直入100250 250 107HEX-4-5 教員室5

リモコン41天井カセット形 ○Ｍ100 ー全熱交換ユニット 1- 直入100350 350 153HEX-4-6 教員室6

100 直入- 1全熱交換ユニット ー100 Ｍ ○天井カセット形 2 4HEX-4-7 350 350 153 教員室7

2.防振吊金具、標準付属品一式を付属とする。

3.人感センサー、手元スイッチ、サーモスイッチ（1φ100V機器）は別途電気工事とする。

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

4.呼称、電動機容量は参考値とする。

特　記　事　項

323.5W100φ天井埋込 1 100天井扇（低騒音形、金属製） Ｍ50 1○直入排風機 ーFV-3-1 100 倉庫A 手元スイッチ

ロッカースペース123.5W100100φFV-1-3 天井埋込 1 100天井扇（低騒音形、金属製）

起動

Ｍ50 1

Vφ
基礎

○

防振

直入排風機 ー 手元スイッチ

倉庫1

天井埋込 50

23.5W100100φFV-1-2 天井埋込 1 100天井扇（低騒音形、金属製） Ｍ50

1

100 ー 手元スイッチ1

100

1

排風機 天吊型 ○直入

○

種別

電源

1♯1 1/4消音ボックス付送風機 300 100 57W ＭFE-B1-1 倉庫2B1

直入排風機 ー 手元スイッチ

倉庫FE-R-1 Ｍ550片吸込シロッコファン 1直入 ○天吊型排風機 3 ー200 屋上♯2 2990 1.5 手元スイッチ

男子トイレ38W150♯1FE-4-1 4100 ー1排風機 天吊型 ○直入 1消音ボックス付送風機 100 Ｍ 手元スイッチ

空調機械室38W♯1 150FE-3-2 Ｍ100消音ボックス付送風機 1直入 ○天吊型排風機 1 ー100 3 手元スイッチ

手元スイッチＭ100消音ボックス付送風機 1直入 ○天吊型排風機 1 ー100FE-2-3 ♯1 1/4 400 74.5W トイレ2

不活性ガス排出用手元スイッチ♯1 100 ー1排風機 天吊型 ○直入

警報

1斜流送風機

流し423.5W

100

50100φFV-4-1

方法

操作
電動機

（50Hz）呼称
方式

設置

100φ天井扇（低騒音形、金属製）

ＭFE-2-2 1950 320W

23.5W

2 UTNET機器室

ﾒﾃﾞｨｱ部門ｻｰﾊﾞｰ室320.5W50FS-3-1 Ｍ100

天井埋込 1 100天井扇（低騒音形、金属製） Ｍ50 1○直入排風機

消音ボックス付送風機 1

給湯室

ー

3

直入

23.5W100φ天井埋込 1 100天井扇（低騒音形、金属製） Ｍ50

○

機外

1

天吊型

静圧

排風機

形式

階（m3/h）

数量

kW

FV-1-1 1Ｍ 手元スイッチ50 1○直入排風機 ー

風量

（Pa）

　　　※電源種別において、保安：自主的に必要な発電機用電源　非常：法的に必要な発電機用電源

1

凡例　1．操作方法［M／ 手動、R／ 遠隔、A／ 自動］　2．警報［○／ 警報有り］　3．電源種別［○／ 一般、◎／ 保安、●／ 非常］送風機

設置場所

室名

名称 備考運転方法記号

ー100

○直入排風機 ーFV-3-2 100 給湯室 手元スイッチ

♯1 手元スイッチ

ﾒﾃﾞｨｱ部門ｻｰﾊﾞｰ室20.5W50♯1

手元スイッチ

FE-3-1 100 ー1排風機 天吊型 ○直入 1消音ボックス付送風機 100 Ｍ 3 手元スイッチ

UTNET機器室38W150♯1FS-2-1 100 ー1排風機

1
暖房 0.911

3 200
4.03.6

B1
0.05－

〇ーＭ
冷暖切替（シングル）

室内機

PAC-B1-1
PAC-B1-1-1

相談員室
0.050.55冷房 0.7954.03.6室外機 屋上

天井カセット1方向 相談員室

2

2

リモコン

1

1

2

1

1

1

3

個数

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

8

2

1

1

4

1

2

台数
個数

6.型番、電動機容量は参考値とする。

図面名称

業務名称 工事名称共通事項
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既存▽B1FL

▽1FL

3
,
5
0
0

▽2FL

▽3FL

▽4FL

△GL

▽RFL

3
,
8
0
0

3
,
9
0
0

3
,
5
0
0

3
,
5
0
0

女子WC 男子WC ラウンジ 倉庫1 （メディア部門）

倉庫2

相談員室 自習室 大演習室

女子WC 男子WC 身障者用WC 倉庫 スペース給湯室 学生スペース

ハウジング 前室

UTNET機器室 管理スペース2

UTNET

（作業・機材保管）（ネットワーク機器室） 管理スペース1

UTNET

女子WC 男子WC

女子WC 男子WC 給湯室 倉庫A 遠隔会議室 事務室 教員共同利用室

管理室

（センター長室） メディア部門サーバ室 総務倉庫

男子WC 会議室 教員室6 教員室1 教員室2 教員室3 教員室4 教員室5

HEX
B1-6

HEX
B1-5

FE
B1-1

HEX
B1-4

VC

HEX
B1-3

HEX
B1-2

HEX
B1-1

EA

EA

E
A

FV
1-2

VC

E
A

FV
1-1

ロッカー

E
A

FV
1-3

VCx3VC

O
A

E
A

VCVC

O
A

E
A

VCVC

O
A

E
A

HEX
1-1

VCVC

O
A

E
A

VCVC

O
A

E
A

O
A

E
A

O
A

E
A

O
A

E
A

VCx3

FE
2-3

VC

x8

FS
2-1

VC

FE
2-2

ウェザーカバー

FE
2-1

VC VCVC

O
A

E
A

EAEA

HEX
2-2

VCx2

O
A

E
A

O
A

E
A

VCx2

HEX
2-1 x2

EA

E
A

FV
3-2

HEX
3-4 x2

VC VCx2 VCx2

O
A

E
A

VCx2 VCVC

O
A

E
A

VCVC

O
A

E
A

HEX
3-3 x2

HEX
3-2

VCVC

O
A

E
A

HEX
3-1

VC

FS
3-1

FE
3-1

E
A

FV
3-1

VC

PAC
3-4-1

R
A

FE
3-2

VCVC

EA

FE
4-1

VC

流し

E
A

HEX
4-7 x2

VCx2

O
A

E
A

O
A

E
A

VCx2 VCVC

O
A

E
A

HEX
4-6

VC

FV
4-1

VCVC

O
A

E
A

HEX
4-1

VCVC

O
A

E
A

HEX
4-2

VCVC

O
A

E
A

HEX
4-3

VCVC

O
A

E
A

HEX
4-4

VCVC

O
A

E
A

HEX
4-5

x4

VCx2VCx2VCx2VCx2VCx3VCx2 VC

O
A

E
A

VCx2

VCx3

O
A

E
A

O
A

E
A

OA
EA OA

EA
OA

EA

FE
R-1

E
A

E
A

E
A

SFD

注記）
1. は既設ダクトを示す。

VCx2

EAG

2. は改修ダクトを示す。
3.特記なき　　はVD、　　はFDとする。

既存ダクトに接続

既存ダクトに接続

既存ダクトに接続

既存ダクトに接続

既存ダクトに接続

200x200
(既設)

300x300
(既設)

300x300
(既設)

400x400
(既設)

400x400
(既設)

250φ250φ250φ250φ250φ250φ250φ250φ250φ250φ

250φ250φ,250φ

250φ

250φ,250φ 250φ

250φ

250φ,250φ

250φ250φ

250φ 250φ

100φ100φ

200φ

150φ150φ

100φ100φ

150φ150φ 150φ150φ 150φ150φ 150φ150φ 150φ150φ 150φ150φ 150φ150φ 150φ150φ150φ100φ150φ

200φ200φ200φ200φ150φ150φ150φ

350x350

150φ

200φ

450x300

150φ100φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ

200φ

250φ250φ 250φ

250φ

250φ

250φ

250φ
250φ

150φ150φ

200φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ200φ

200φ

200φ200φ

100φ

150φ

100φ

SA

450x300

図面名称

業務名称 工事名称共通事項
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▽B1FL

▽1FL

5
,
6
0
0

▽2FL

▽3FL

▽4FL

△GL

▽RFL

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

5
,
6
0
0

（メディア部門）

倉庫2

相談員室 自習室 大演習室

学生スペース

ハウジング

UTNET機器室

管理スペース2

UTNET

（作業・機材保管）

（ネットワーク

管理スペース1

UTNET

遠隔会議室 事務室 教員共同利用室

管理室

（センター長室）

総務倉庫

会議室

3-4-1

注記）

2.※1は既設浸透桝へ接続を示す。

PS

廊下

PAC
B1-1-1

ACP
B1-1-2 x2

ACP
B1-1-1 x4

※1

ラウンジ 倉庫1

B1-2-2 B1-2-3
ACP ACP

PS

ACP
1-1-1 x14

PAC
2-1-1

ACP
2-1-2

ACP
2-1-1 x4

ACP
3-1-1 x3

ACP
3-1-1 x3

PAC
3-3-1

PAC
3-2-1

PAC
3-1-1

PAC

教員室5

PAC
4-5-1

教員室4

PAC
4-4-1

教員室3

PAC
4-3-1

教員室1

PAC
4-1-1

教員室2

PAC
4-2-1

教員室6

PAC
4-6-1

PAC
4-7-1 x2

R R

D

R R
D

R R R
D

D

R

PS

PS

D

R
D

R
R

R

D

R R
R

R
R

R

D

D

D

R D

R
R

R
R

R
R

R
R

D

R
R

R
R

PS

PS

PS

h h h h f f i b i c b b b b b b b b a a b

PAC
4-7

PAC
3-2

PAC
3-3

PAC
4-1

PAC
4-2

PAC
4-3

PAC
4-4

PAC
4-5

PAC
4-6

ACP
B1-1

ACP
1-1

ACP
3-1

ACP
B1-2

PAC
3-12-2

PAC

PAC
2-1

PAC
3-4

PAC
2-1

PAC
2-1

PAC
2-1

PAC
2-2

R
R

R
R

R
R

R
R

R

3.※2は既設格子桝へ接続を示す。

PS

PS

i , b ,

i , b ,c ,f , h , hf , , h , h

f , h , hf , , h , h i , b ,c ,

50

f , h , hf , , h , h

b ,b ,b ,b ,g ,

i , b ,c ,b ,b ,b ,b ,g ,a ,b ,b ,a ,b ,b ,b ,

ACP
2-1

g

40

50

冷媒管サイズ表

記号 液管 ガス管

a 6.35φ 12.7φ

b 9.52φ 15.88φ

c 19.05φ

d 22.2φ

e 12.7φ 22.2φ

15.88φ 22.2φ

12.7φ 25.4φ

19.05φ 25.4φ

f

g

h

12.7φ 28.58φi

9.52φ

9.52φ

1.　　は防火区画貫通処理（大臣設定工法）を示す。

・室内外の渡り配線はEM-CEES1.25mm2-2C（冷媒管共巻）とする。4.※3はドレンのバルコニー放流を示す。

D D

PAC
2-2-1

PAC
2-2-1

PAC
3-3-1

PAC
2-1-1

PAC
2-1-1

PAC
2-1-1

PAC
2-1-1

PAC
2-1-1

DD

※A

R

, , ib a

, i

, i

, i

, i

a

a

a

a

R
R

h , h ,

h , h ,

h , h ,

機器室）

既存

既存

既存

既存

工作室

D

ドレン屋外放流

ACP
B1-2-1

ACP
B1-2-1

※1

32

※2

D

R
R

D

R
R

RR

R

R

R
R

R

D
R

D

50

5032

32,32

D

R
R

R
R

R

50

50

50,32 50,50 50,32

R
D

50 50

R

D

ACP
B1-1-1 x4

個室部分

32 32 32 40

a

PAC
B1-1

D

DD

h h

PAC
2-1

PAC
2-1

50

RRR

RRRR

RRRR

RRRR

D

DD

D

D

DDDDDDDD

D D D D

RRR

RR

RR
RR

RR
R

RRR

RR

RR

RRR

D

D

D

D

D

D D

既存

※3

32

D

32

D

32

D

※A ※A ※A ※A ※A

※A

32

※A

32

D

※A

32

D

※A

32

D

※3

※A

※3

※A※A※A

※A

D D D
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HS

（注記）

１．ＨＥＸ及びＨＥＸアダプタへの電源供給工事は電気工事とする。

２．ＨＳ（手元リモコン）はＨＥＸ付属品とする。

（HEX付属品）

HEX

制御項目

１．集中コントローラーとの通信

　　発停・状態・警報・温度設定・風量設定・運転モード切替・吸込温度計測

（注記）

１．集中コントローラー、ＰＬＣはＥＨＰ付属品とする。

２．集中コントローラーの電源供給工事は電気工事とする。

ＥＨＰ

室内機

ＥＨＰ

室内機

ＥＨＰ

室内機

ＥＨＰ

室外機

EHP

室外機

RS

（EHP付属品）

RS RS

（EHP付属品）

１ 一般ＰＡＣ廻り配線工事　1set ２ 電算ＰＡＣ廻り配線工事　1set

３ ＨＥＸ個別リモコン工事　25sets

集中コントローラー

（ＥＨＰ付属品）

空調制御盤（３階　事務室内盤面設置）

制御項目

１．集中コントローラーとの通信

　　発停・状態・警報・温度設定・風量設定・運転モード切替・吸込温度計測

（注記）

１．集中コントローラーはＥＨＰ付属品とする。

２．集中コントローラーの電源供給工事は電気工事とする。

電算ＰＡＣ

室内機

電算ＰＡＣ

室内機

集中コントローラー

（ＥＨＰ付属品）

４

（EHP付属品）

漏水検知制御　8sets

電算ＰＡＣ

室内機

J.BOX

漏水帯

WE

（室内機基礎に設置）

漏水警報リレータイマ回路

漏水リレーボックス

（電算ＰＡＣ室内機付近に設置）

制御項目

１．漏水警報監視

　　漏水帯により、漏水監視を行う。また、警報発報時は

（注記）

１．漏水帯、Ｊ．ＢＯＸ及び漏水検知リレー（ＷＥ）は、自動制御設備工事範囲とする。

２．電算ＰＡＣ緊急停止

　　漏水帯により漏水を検知した際に、監視対象の電算ＰＡＣの緊急停止を行う。

　　上記及び設備監視ＡＤＰの漏水リレーボックスへの組込は自動制御工事範囲とする。

２．リレータイマ回路からの出力信号は一般ＰＡＣ用集中コントローラーのＰＬＣへ

機器機番 系統名 室内機 RS 備考

ACP-B1-1-1 B1階 大演習室 8 2

ACP-B1-1-2 B1階 大演習室（個室部分） 2 1

ACP-B1-2-1 B1階 自習室 2 1

ACP-B1-2-2 B1階 相談員室 1 1

ACP-B1-2-3 B1階 ラウンジ 1 1

ACP-B1-2-4 B1階 倉庫１ 1 1

ACP-1-1-1 1階 学生スペース 14 3

ACP-2-1-1 2階 ＵＴＮＥＴ管理スペース１ 4 2

ACP-2-1-2 2階 ＵＴＮＥＴ管理スペース２ 1 1

ACP-3-1-1 3階 遠隔会議室 6 2

PAC-3-1-1 3階 管理室 1 1

PAC-3-2-1 3階 教員共同利用室 1 1

PAC-3-3-1 3階 事務室 2 1

PAC-3-4-1 3階 メディア部門サーバー室 1 - RSは本体組込

PAC-4-1-1 4階 教員室１ 1 1

PAC-4-2-1 4階 教員室２ 1 1

PAC-4-3-1 4階 教員室３ 1 1

PAC-4-4-1 4階 教員室４ 1 1

PAC-4-5-1 4階 教員室５ 1 1

PAC-4-6-1 4階 教員室６ 1 1

PAC-4-7-1 4階 会議室 1 1

機　器　機　番 系統名 室内機 RS 備考

PAC-2-1-1 2階 ＵＴＮＥＴ機械室 6 - RSは本体組込

PAC-2-2-1 2階 ハウジング 2 - RSは本体組込

電算ＰＡＣ

室内機

機器機番 系統名 HEX HS

HEX-B1-1 B1階 大演習室 4 2

HEX-B1-2 B1階 大演習室（個室部分） 1 1

HEX-B1-3 B1階 自習室 1 1

HEX-B1-4 B1階 相談員室 1 1

HEX-B1-5 B1階 ラウンジ 1 1

HEX-B1-6 B1階 倉庫１ 1 1

HEX-1-1 1階 学生スペース 8 3

HEX-2-1 2階 ＵＴＮＥＴ管理スペース１ 2 2

HEX-2-2 2階 ＵＴＮＥＴ管理スペース２ 1 1

HEX-3-1 3階 管理室 1 1

HEX-3-2 3階 教員共同利用室 1 1

HEX-3-3 3階 事務室 2 1

HEX-3-4 3階 遠隔会議室 2 2

HEX-4-1 4階 教員室１ 1 1

HEX-4-2 4階 教員室２ 1 1

HEX-4-3 4階 教員室３ 1 1

HEX-4-4 4階 教員室４ 1 1

HEX-4-5 4階 教員室５ 1 1

HEX-4-6 4階 教員室６ 1 1

HEX-4-7 4階 会議室 2 1

機器機番 系統名 set数

PAC-2-1-1 2階 ＵＴＮＥＴ機械室 6

PAC-2-2-1 2階 ハウジング 2

　　集中コントローラー（一般ＰＡＣ系統）へ表示を行う。

状態・警報

３．電算ＰＡＣ監視

　　電算ＰＡＣの状態・警報監視を行う。

HUB

（現地準備品）

PLC

（ＥＨＰ付属品）

※PLC取合信号は入出力一覧表参照

　　入力し、一般ＰＡＣ用集中コントローラーにて監視を行う。

空調制御盤（３階　事務室内設置）

盤リスト

盤名称 盤形状 収納物・回路 数量 備考

空調制御盤 屋内自立盤

一般ＰＡＣ用　集中コントローラー

1 ３階　事務室同上ＰＬＣ

電算ＰＡＣ用　集中コントローラー

漏水リレーボックス 屋内壁掛盤

J.BOX

8
付近に設置

漏水リレー

リレータイマ―回路

電算ＰＡＣ

機器表

記号 名称 仕様 備考

RS EHP個別リモコン EHP付属品

HS HEX個別リモコン HEX付属品

HUB スイッチングハブ

PLC プログラマブルロジックコントローラー EHP付属品

J.BOX ジョイントボックス

WE 漏水検知リレー

盤リスト・機器表

図面名称

業務名称 工事名称共通事項
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洗面化粧台

身
障
者
用
Ｗ
Ｃ

1

1CF-T7114CWA（FV）、CF-103BB（スパッド）、CF-63HST（紙巻器）、CW-PB21A-NE（温水洗浄便座）C-P25S

給
湯
室

参考型番

男
子
Ｗ
Ｃ

男
子
Ｗ
Ｃ

女
子
Ｗ
Ｃ

11

2

FRVN-605YL(R)-PM

1

1

1

男
子
Ｗ
Ｃ

6

洋風大便器

その他付属品一式

U-A51AP

1

310W（1φ100V）

(1)

B1階

(1)

身障者用洗面器 AM-311CV1（自動水栓）、LF-105PA（排水金具）、SF-10E（バックハンガー）、KF-4510A（鏡）L-275AN

1

1

衛 生 器 具 表

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電気容量

INV 台数 設置場所 備　考

φ V kW

衛 生 機 器 表

HB-1A 屋内消火栓箱 型式 易操作性1号消火栓箱　埋込形（総合型）　鋼板製

寸法 750 W × 200 D × 1350 H

ホース、ノズル、法定付属品一式

5 B1・2・4階 EVホール

1・3階 廊下

WHE-2

WHE-1 貯湯式湯沸器 型式 台下設置形

貯湯量 12L

2 1・3階　給湯室

型式 4階　給湯室

週間タイマー、密閉式膨張水排水装置、逃し弁付属品

他標準付属品一式

1 200 1.5

貯湯式湯沸器 台下設置形

付属品

貯湯量 20L

週間タイマー、密閉式膨張水排水装置、逃し弁

他標準付属品一式

1 1200 2.0

3.電気容量、外形寸法は参考値とする。

　特　記　事　項

2.満水時重量15kgを超える電気温水器は、平成24年12月12日国土交通省告示第1447号「建築設備の構造耐力上安全な構造方法を定める件の一部を改訂する件」に準拠し設置・転倒防止の措置をとること。

EVホール3・4階2型式放水口格納箱HB-12B 露出形　鋼板製

付属品

400 W × 230 D × 500 H

法定付属品一式

寸法

1.国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）令和7年版を適用とする。

SF-20G（ゴム栓）、その他付属品一式

付属品

1身障者用大便器 BC-950SK

1

2

壁掛小便器

2階

LF-7E-19-U（横水栓）、SF-20SAF-P（排水金具）、SF-10E（バックハンガー）

男
子
Ｗ
Ｃ器具名称

TOTO

参考型番

ＬＩＸＩＬ

備　　考
合
計 消費電力

女
子
Ｗ
Ｃ

1階

2

女
子
Ｗ
Ｃ

3階

給
湯
室

4階

1

11

掃除流し

女
子
Ｗ
Ｃ

310W（1φ100V）

CF-115-1、CF-115-2（支持金物）、その他付属品一式

SF-WL420SYX(JW)シングルレバー混合水栓

(1)

S-202A 4

3

1

男
子
Ｗ
Ｃ

1

1

1

1

10

TCF5611（温水洗浄便座）、YH701（2連紙巻器）

TCF5611（温水洗浄便座）、YH701（2連紙巻器）

L103A

CFS498BY

UFS900R

LDSAS060BAGKG1A

SK22A

TKS05301J

BC-950SK（便器）、DV-K213KF-CK-URJ-T2（機能部）、CF-63HST（紙巻器）

TLE33SM4A（台付自動水栓）、YM4510FAC（鏡）

CFS494MCHNS

11

3

22

1

11

11

給
湯
室

図面名称

業務名称 工事名称共通事項
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HB
12B

▽B1FL

▽1FL

3
,
5
0
0

▽2FL

▽3FL

▽4FL

△GL

▽RFL

3
,
8
0
0

3
,
9
0
0

3
,
5
0
0

3
,
5
0
0

女子WC 男子WC 廊下 （メディア部門）

倉庫2

相談員室 自習室 大演習室

身障者用WC スペース給湯室 学生スペース

ハウジング 前室

UTNET機器室 管理スペース2

UTNET

（作業・機材保管）（ネットワーク機器室） 管理スペース1

UTNET

遠隔会議室 事務室 教員共同利用室

管理室

（センター長室） メディア部門サーバ室 総務倉庫

会議室 教員室6 教員室1 教員室2 教員室3 教員室4 教員室5

ロッカー

前室

注記）

階段室 EVホール

HB
1A

階段室 玄関ホール

HB
1A

男子WC 女子WC

階段室

HB
1A

男子WC 女子WCEVホール

倉庫A給湯室

HB
1A

男子WC 女子WC階段室

HB
1A

階段室 EVホール 男子WC 給湯室廊下

テスト弁65

双口送水口

XS
XS

XS

100

100

100

X

X
X

X

X

X

X

X

X

XS
XS

X

80,100,100,50,50

80,100,100,50,50

80,100,100,50,50

80,100,100,50,50 100

80,100,100

100

VC100

65

1.　　　　　細線は既存を示す。
2.　　　　　実線は新設を示す。

50,65

EVホール

3.※1は既設管接続部を示す。

※1x3

※1

※1x3

※1

※1

※1
※1

※1

※1

※1x2
※1

12B
HB

図面名称

業務名称 工事名称共通事項
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空調換気機器表（１）

記　号 機　器　名　称 仕　　　　　様 台数
電　源

設置場所 備　考

パッケージ型空気調和機 型式 天井カセット型(4方向) 1組 3 200 1.09 1階　全学共同 19

冷房能力 5.0 kW

暖房能力 5.6 kW

付属品 防振吊金具、標準パネル、ワイヤードリモコン

φ V kw

ACP-1-1

ACP-1-1-1

消費電力
圧縮機

電動機出力

kw

送風機

電動機出力

kw

冷:

暖:1.15

0.9 0.05内:

外: 0.04

記　号 機　器　名　称 仕　　　　　様 台数

電　源

設置場所 備　考

φ V kw

消費電力
圧縮機

電動機出力

kw

（50Hz）

送風機

電動機出力

kw

パッケージ型空気調和機 型式 天吊型 2組 3 200 2.03 1階　全学共同 12

冷房能力 7.1 kW

暖房能力 8.0 kW

付属品 防振吊金具、ワイヤードリモコン、防振ゴム、他標準付属品一式

ACP-1-2・1-3

ACP-1-2-1

冷:

暖:2.31

1.6 0.095内:

外: 0.06

パッケージ型空気調和機 型式 天吊型 1組 3 200 2.55 1階　全学共同 12

冷房能力 10.0 kW

暖房能力 11.2 kW

付属品

ACP-1-4

ACP-1-4-1

冷:

暖:2.78

2.1 0.16内:

外: 0.06x2

防振ゴム、他標準付属品一式

防振吊金具、ワイヤードリモコン、防振ゴム、他標準付属品一式

水冷式空調機 型式 床置型 2 1 200 B1階　全学共同 03

冷房能力 34,000 kcal/H

付属品 防振ゴム、他標準付属品一式

AHU-B1-1

水冷式空調機 型式 床置型 5 1 200 B1階　全学共同 02

冷房能力 34,000 kcal/H

付属品 防振ゴム、他標準付属品一式

AHU-B1-2

電気室空調機 型式 空冷式設備用パッケージ型空調機 1組 1階　変電室ACP-1-5

ACP-1-5-1

パッケージ型空気調和機 型式 天井カセット型(4方向) 6組 3 200 *.** 3階

冷房能力 kW

暖房能力 kW

付属品

ACP-3-1～3-6

ACP-3-1-1～

冷:

暖:*.**

1.31 *.**内:

外: *.**

防振吊金具、ワイヤードリモコン、ドレンアップメカ

5.6

6.3

天井吊金具(溶融亜鉛メッキ)、他標準付属品一式

3階　UTNET 管理用

3階

パッケージ型空気調和機 型式 床置型 2組 3 200 *.** 3階

冷房能力 kW

暖房能力 kW

付属品

ACP-3-7～3-8

ACP-3-7-1

冷:

暖:*.**

5.08 *.**内:

外: *.**

ロングライフフィルタ、木台、防振ゴムパット、他標準付属品一式

14.0

16.0

教員共同利用室1・2

ネットワーク機器室

ネットワーク作業スペース

パッケージ型空気調和機 型式 天吊型 2組 3 200 2.03 4階　全学共同 5・6

冷房能力 8.0 kW

暖房能力 9.0 kW

付属品 防振吊金具、ワイヤードリモコン、防振ゴム、他標準付属品一式

ACP-4-1～4-2

ACP-4-1-1

冷:

暖:2.31

1.6 0.095内:

外: 0.06

パッケージ型空気調和機 型式 天井カセット型(4方向) 1組 3 200 1.35 4階　全学共同 4

冷房能力 5.6 kW

暖房能力 6.3 kW

付属品 防振吊金具、標準パネル、ワイヤードリモコン

ACP-4-3

ACP-4-3-1

冷:

暖:1.45

1.2 0.095内:

外: 0.04

防振ゴム、他標準付属品一式

パッケージ型空気調和機 型式 天井カセット型(4方向) 1組 3 200 2.55 4階　全学共同 3

冷房能力 11.2 kW

暖房能力 12.5 kW

付属品

ACP-4-4

ACP-4-4-1

冷:

暖:2.78

2.1 0.16内:

外: 0.06x2

防振吊金具、ワイヤードリモコン、防振ゴム、他標準付属品一式

水冷(往)ヘッダーHC-B1-1

水冷(往)ヘッダーHCR-B1-1

型式 鋼管製ヘッダー

型式 鋼管製ヘッダー

B1階　全学共同 02

B1階　全学共同 021

1

付属品 温度計、圧力計

付属品 温度計、圧力計

ACP-1-3-1

ACP-3-6-1

ACP-3-8-1

ACP-4-2-1

計算機室空調機ACP-2-1

ACP-2-1-1

パッケージ型空気調和機 型式 ＊＊＊＊＊型 1 3 200 2.55 4階　＊＊＊＊＊

冷房能力 11.2 kW

暖房能力 12.5 kW

付属品

ACP-4-5 冷:

暖:2.78

2.1 *.**内:

外: 0.06x2

防振ゴム、他標準付属品一式

（室外機のみ）

型式 空冷式電算機用パッケージ型空調機

冷房能力 50.0 kW （顕熱 51.0kW）

（室内機） 型式 床置型（床下吹出し）

送風機 19,200 m3/h

19組

2階　計算機室

付属品 架台600H＋防振ゴムパット、中性能フィルタ、他標準品一式

（室外機） 屋上 室外機置場圧縮機 インバーター方式

送風機 180 m3/h

付属品 スプリング防振架台、、他標準付属品一式

3 200 7.2x2

3 200 0.75x2

3 200 7.5

冷房能力 28.0 kW

（室内機） 型式 天吊露出型

送風機 480 m3/h

付属品 標準付属品一式

（室外機） 1階 室外機置場圧縮機 インバーター方式

送風機 180 m3/h

付属品 標準付属品一式

3 200 6.1

3 200 0.75

3 200 0.6 1階　変電室

加湿器 型式 滴下浸透気化式（自立型）HF-2

加湿能力 8.0 kg/h

風量 2,600 m3/h

1 1 200 0.52 2階　計算機室 加湿制御用インターフェース

(収納箱共)

漏水検知用インターフェース

(CP-2内設置)
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【全熱交換器】

HEX-3-1～3-6 全熱交換器 型式 天井カセット形 1 100 0.059 L-S

(プロジェクト室1系統) 仕様 100φ × 80 m3/h × 50 Pa

【排気ファン】

FE-3-1 型式 1 100 0.145 L-S

仕様 100φ × 80 m3/h × 50 Pa

付属品 防振吊金具、リモコンスイッチ、他標準付属品一式

記　号 機　器　名　称 仕　　　　　様 台数
電　気　容　量

設置場所 備　考

φ V kw 起動

6

1

記　号 機　器　名　称 仕　　　　　様 台数
電　気　容　量

設置場所 備　　　考

φ V kw 起動

空調換気機器表（２）

付属品 防振吊金具、他標準付属品一式

3階

3階　UTNET 管理用

3階

教員共同利用室1・2

ネットワーク機器室

3階 ネットワーク作業スペース

FE-1-1 排風機 型式 1 100 0.075 L-S

仕様 200φ × 500 m3/h × 50 Pa

付属品 防振吊金具、リモコンスイッチ、他標準付属品一式

1 1階 変電室

FS-2-1 排風機 型式 1 200 0.26 L-S

仕様 200φ × 1,000 m3/h × 200 Pa

付属品 防振吊金具、リモコンスイッチ、他標準付属品一式

1 2階 計算機室

FE-4-1 型式 ストレートシロッコファン（天吊型、低騒音形） 1 100 0.1 L-S

仕様 150φ × 180 m3/h ×100 Pa

付属品 防振吊金具、リモコンスイッチ、他標準付属品一式

1 4階 トイレ

排風機

排風機

ストレートシロッコファン（天吊型、低騒音形）

ストレートシロッコファン（天吊型、低騒音形）

ストレートシロッコファン（天吊型、低騒音形）

FE-R-1 型式 片吸込シロッコファン（天吊型） 3 200 1.5 L-S

仕様 #1 × 2,690 m3/h ×550 Pa

付属品 防振架台、他標準付属品一式

1 屋上排風機 階段室

FA-2 型式 エア搬送ファン（天吊型） 1 100 *.* L-S

付属品 他標準付属品一式

11 2階排風機 計算機室

【給気ファン】
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衛　生　凡　例

器　具　名

情報基盤棟

大　便　器 C480S（便器）・TV750CR（FV）・T82C32（スバッド）・T53WR75（床フランジ）

参　考　型　番

上　水　給　水　管

記 号 名 称 規 格材 料 記 号 名 称 材 料備 考

身

障

者

用

Ｗ
Ｃ（

右）

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

室
　
　
　
　
　
名

階
B1階 1階 3階 4階

男

子

Ｗ
Ｃ（

右）

男

子

Ｗ
Ｃ（

右）

女

子

Ｗ
Ｃ

女

子

Ｗ
Ｃ（

右）

男

子

Ｗ
Ｃ（

右）
男

子

Ｗ
Ｃ

10

衛 生 器 具 表

( TOTO )

規 格 備 考

記　号 機　器　名　称 機　器　仕　様
電気容量

INV 台数 設置場所 備　考

φ V kW

衛 生 機 器 表

HB-1 屋内消火栓 型式 鋼板製　（寸法 700 x 900 x 180）

付属品 消火栓弁 40A、ノズル 40A x 15A、ホース 40A(15m x 2)

ホース掛

5 B1・2・4階 EVホール

1・3階 廊下

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(PB)

上　水　揚　水　管

屋　内　消　化　管

連　結　送　水　管

給　湯　管　(　往　)

低　圧　ガ　ス　管

汚　水　管

雑　排　水　管

X

G

通　気　管

仕　切　弁

玉　形　弁

バ　タ　フ　ラ　イ　弁BV

SV

GV

JWWA K 132

JWWA K 132

JIS G 3452

JIS G 3454

JIS G 3448

WSPO42-88

JWWA K 132

JIS K 6741

JIS G 3452

JWWA K 132

JIS K 6741

JIS G 3452

JIS 5,10K

JIS 5,10K

JIS 5,10K

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(PB)

配管用炭素鋼鋼管(白)

圧力配管用炭素鋼鋼管(Sch40)

一般配管ステンレス鋼管

東京ガス会社指定品

排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

排水用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(PD)

硬質塩化ビニル管

配管用炭素鋼鋼管(白)

排水用ポリエチレン粉体ライニング鋼管(PD)

硬質塩化ビニル管

配管用炭素鋼鋼管(白)

屋内一般・屋外

屋内一般・屋外

屋内一般・屋外

一般系統

屋内

埋設・ピット

屋外

屋内

埋設・ピット

屋外

65A以上はバタフライ弁とする。

JIS 10K

JIS 5,10K

ビニルシート床仕上部

埋込型

型番は器具表による。

型番は器具表による。

パルス発信機付,表示器付

接続する排水管の口径ガ50Aを超える場合であっても、掃除口の口径は最大50Aとする。

SUS製

逆　止　弁

減　圧　弁

フレキシブルジョイント

防　振　継　手

通　気　金　物

水　栓

混　合　栓

量　水　器

床　上　掃　除　口

CV

R

床　下　掃　除　口

床　排　水　トラップ

間　接　排　水　金　物

ガ　ス　メ　ー　タ　(子)

ガ　ス　コ　ッ　クGC

パルス発信機付,表示器付

FJ

VC

COAL

COC

・

C

XS

M

GM

10

T53DNAY（AYボルト）・YH60M（紙巻器）・T56HV232,T56H7V6（支持金具）

TCF581（M:男子,F:女子）,TH484V3（洗浄便座）

身　障　者　用　大　便　器 CFS800A（便器）・TCF581W（洗浄便座）・HD800（受付リモコン）・YH60M（紙巻器）

小　便　器 UFS800CZ（センサー一体型）

洗　面　化　粧　台 LDA600BMA

身　障　者　用　洗　面 器130A（洗面器）・TEL86GMX（自動水栓）・T7P24（排水金具）・TL220DAY（AYボルト）

TS119RCR4（鏡）

掃　除　用　流　し

化　粧　鏡

SK22A（流し）・TK22（リムカバー）・T23AE20（横水栓）・T37SE1（排水金具）

T9RAY（バックハンガー）

TS119RCR4

2

7

9

2

3

11

1

1

1

1 1 1 1

1 2

1

1 1

1

1

1 1 1

1 1

1 1 1

1 1 1

注記）
1.取外し・再取付の器具については（　）で示す。

Ｓ
Ｋ

ミ
ニ
キ

ッ
チ
ン

ミ
ニ
キ

ッ
チ
ン

1

台　所　流　し 水栓 1

1

1

（建築工事）

2
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フリーアクセス

天井内

Ｅ

Ｃ

Ｂ

ＤＮ１

Ｎ１

Ｎ１

Ａ

Ａ

Ａ

２本 ２本

Ｎ

Ｎ

２本 ２本２本 ２本

Ｎ Ｎ

Ｎ

Ｄ Ｄ

Ｄ

６
０

０
２

６
５

０
９

５
０

（
一

部
１

２
５

０
）

２Ｆ

３
２

３
２

３２

５０ ５０

５
０

５
０

　　　
　　　

　　　
　　　

プ　ル　ボ　ッ　ク　ス

電　　　　路
導 銅管　Φ６×Φ４

　　　

JIS-H-3300管
Ｎ 配 JIS-G-3454（sch40、sch80）

　　　

窒素消火管管

終　　端　　抵　　抗 １０ＫΩ
光電式スポット型感知器 ２種　埋込型

逆　　止　　弁
ＢＯＸ付復　　旧　　弁
ダンパー閉鎖用ピストンレリーザー 遠隔復帰型（空調工事）
カウントダウン機能組込、電話ジャック付操Ｆ 作 箱
１Ｗカス ピ ー ー 天井埋込型
ＤＣ２４Ｖ　０．８６Ｗ示放 表出 灯 　点滅式
壁　付　ＴＤＡヘ噴 射 ドッ ２０型
天井付　ＨＳＡヘ噴 射 ドッ ２５型
壁　付　ＴＰＢヘ噴 射 ドッ ２０型

ユニット型窒素消火設備
８３Ｌ／２０．３ｍ　入３ ×　台６本２ 連動ユニット
噴射ヘッド付

音声警報組込、自手動切換付、蓄電池設備内蔵型（ＤＣ２４Ｖ ３．５ＡＨ）ユニット型窒素消火設備
８３Ｌ／２０．３ｍ　入３ ×　台２本２

噴射ヘッド付

制御ユニット

記

例凡

名 称 記 事号

　　　
　　　

　　　
　　　

３（ｍ ）
容　　積

（参考） ２（ｃｍ ）（％）３（ｍ ）
ガ ス 量

備火窒 素 消 設
避圧口面積濃 度容積係数 ボンベ本数称名区 画

　２Ｆ　ＵＴＮＥＴ機器室

ダクトの
長さ（ｍ）（仮定）（Ｐａ）

許容区画内圧力

６３６．３ ３７６０．７本ｍ ×３ １７Ｌ／８３０．５１６ ２０．３ ３０１０００３２８．４ ４１．９

高　さ
（ｍ）２（ｍ ）

面　積

１５１．５ ４．２

ダクトの
損失（Ｐａ）
５８１．７７

５

手動中自動中

１０

電路放出

１１
異常

合計警報

１１

表示

設備名
窒　素　消　火

窒　素　制　御　盤

起動

移報内訳表（制御盤→防災監視盤）

※警報信号は感知器の作動又は操作箱の扉を開いた場合に出力する。

以降電気工事
無電圧接点を供給

５ａ接点×

至る　

１

２

至る　防災監視盤
至る　給排気ファン停止 ａ接点×１，ｂ接点×１

専用電源　ＡＣ１００Ｖ　１００ＶＡ（接地線引込工事を含む）

特　　記
ガス消火設備の自動起動は、消火設備専用の感知器と自火報設備の感知器の火災信号による
ＡＮＤ回路制御方式とする。

◇

避圧口は空調工事とする。◇
排出装置は、空調工事とする。◇
電線管使用時は、ネジナシ電線管（薄鋼）とする。◇
本設備は、いたずら防止対策システムとする。◇

避　圧　口　計　算

避圧ダクトの詳細仕様が決定した際には、再度、避圧口面積を計算すること。

Ａ＝１３４×Ｈ×Ｉ×１．２／ Ｐ－△Ｐ－ＰＵ

〇

Ａ：避圧口必要面積 ２（ｃｍ ）

Ｈ：容器１本あたりの充てん量　　 ＝２０．３
Ｉ：放出容器本数
Ｐ：許容区画内圧力
△Ｐ：避圧ダクト損失

３（ｍ ）
３（ｍ ）

ＰＵ：外気風圧

（本）

（Ｐａ）

（Ｐａ）

（Ｐａ）

許容区画内圧力、
外気風圧：２００．５Ｐａ
（東京都東京の過去１０年間［２０１５年～２０２５年］の最大風速１８．２ｍ／ｓ）

〇

Ｅ３１

Ｅ１９

Ｅ１９

ＨＰ１．２－５Ｐ

ＨＰ０．９－２Ｃ

ＨＰ１．２－２Ｃ

ＨＰ１．６－２Ｃ
Ｎ１

Ｅ１９ＨＰ０．９－２ＣＥ

Ｅ１９

Ｅ３１Ｃ
ＨＰ１．２－５Ｐ

ＨＰ１．２－２Ｃ

ＨＰ１．６－２ＣＢ

配　線　仕　様記号 電線管使用時

Ｅ１９ＨＰ１．２－２ＣＡ

ＵＴＮＥＴ機器室 １本 ２本２本

Ｅ３１Ｄ
ＨＰ１．２－３Ｐ

ＦＰＣ２．０ＳＱ－２Ｃ

音声警報組込、自手動切換付、蓄電池設備内蔵型（ＤＣ２４Ｖ ３．５ＡＨ）ユニット型窒素消火設備
８３Ｌ／２０．３ｍ　入３ ×　台１本１

噴射ヘッド付

制御ユニット

２

１

２

１１

２

図面名称

業務名称 工事名称共通事項
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ＥＶ

廊下B

ＰＳ

UTNET機器室
（ネットワーク機器室）

ＰＳ

ハウジング

EVホール

男子
WC

前室

UTNET
管理スペース2

（作業・機材保管）

2FL±0

廊下A

±0

2重床システム：2FL+300
スラブレベル：2FL-300

2重床システム：2FL+300
スラブレベル：2FL-300

2FL±0

±0

+300

2重床システム：2FL+300
スラブレベル：2FL-300

2重床システム：2FL+300
スラブレベル：2FL-300

女子
WC

2FL+390
+390

段差90

段差90

階段室

2FL±0
2FL±0

2重床システム：2FL+300
スラブレベル：2FL-300

UTNET
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1

2

22

1

25

14

31

2

450×250

150A

67

750×465

44

750×400

700×200

515×330

5

排水

540×320

給水

エルボ

チーズ

フランジ

ダクト等撤去要領図（参考）石綿含有保温材撤去要領図（参考）

石綿含有建材撤去・処分数量表（参考）

エルボ

チーズ

フランジ

44計

冷水

5

125A100A80A65A50A40A32A25A20A配管径

1

200A

※石綿含有建材の事前調査及び届出等は全て本工事にて行うこと。

９．片付け・最終清掃を行う。

３）切断したフランジ部、たわみ継ぎ手等は場外搬出とし、適切に処分する。

４）石綿含有建材撤去処分は、関係法令に基づき、適切に処理すること。

４．　石綿含有建材撤去処分は、関係法令に基づき、適切に処理すること。

３．　石綿含有保温材は場外搬出とし、適切に処分をする。

10
0

100100

10
0

100

石綿含有保温材

※　作業開始前に施工範囲（工事動線含む）の室内養生を行う。

２．　現場にて保温材が付いたまま継手を切断する。

１．　エルボ、チーズをビニールでカバーし、両端を空気の流通が無いように、粘着テープで押さえる。

撤去を行う配管保温材には石綿含有建材が含まれているため適切な処分を行う。

切断箇所切断箇所

切断箇所
ガムテープ２重巻き

配管材

ビニールカバー

石綿含有保温材

グラスウール保温材

切断箇所

ガムテープ２重巻き

切断箇所

ビニールカバー

グラスウール保温材

配管材

　　サンダーや溶断など火気の出る物は使用厳禁とする。

２）ダクトを切断する。切断はエースカッター、ジグソー等を使用し、

　　の無いように粘着テープで押える。

１）ダクトフランジ部、たわみ継手をビニールでカバーし、両端を空気の流通

手順により撤去し、石綿含有建材は専門処理業者にて適切に処分する。

ダクト、チャンバー等フランジ部の石綿パッキン及びたわみ継ぎ手等は下記の

ダクト切断位置

ダクト切断位置

ビニールカバー

ダクトフランジ部

ガムテープ２重巻き

ダクトフランジ部

ガムテープ２重巻き

　（２）作業用足場・使用工具は、作業場外搬出前に真空掃除機にて清掃し、濡れたウェス等で拭く。

　（１）作業終了後に洗眼、洗面及びうがいをする。また、呼吸用保護具に付着した粉じんを真空掃除機で清掃し、保護衣は廃石綿の袋に入れ産廃とする。

８．洗身及び保護具の管理

　（２）仮置き周辺は、カラーコーンなどで覆い、看板などで石綿の保管場所であることを掲示し、特別管理産業廃棄物管理責任者及び連絡先を明記する。

　（１）一時保管は、プラスチックシートが破損しないよう丁寧に仮置きする。

７．袋詰めした石綿の一時保管

　（４）除去した配管エルボ・ダクトパッキンは、プラスチック袋で『石綿』である旨の表示を行い二重梱包し、衝撃を与えないよう取扱い一時保管場所に仮置きする。

　（３）石綿部に触れない箇所で切断し、石綿部が切断後、落下しないよう必ず荷受できる状態で行い、落下による飛散防止を行う。

　（２）切断は、石綿部分を噴霧器等で湿潤させる。

　（１）作業は、２人以上で行う。

６．除去工事を行う。

　（２）配管エルボ・ダクトパッキン切断部位を養生シートで覆う。

　（１）真空掃除機で施工周辺を掃除してから、扉・窓・換気扇等の開口部を養生シートで覆う。

５．清掃及び養生を行う。

４．保護具を作業開始から最終清掃まで着用すること（保護衣・半面型防塵マスク）。

３．足場作業時は、安全帯を着用すること。

２．除去工事実施の表示を、目につきやすい場所に掲示する。

１．使用機器及び材料（ケレン棒、保護めがね、噴霧器、管切断カッター（セーバーソー）、真空掃除機（ＨＥＰＡ）、のび馬・移動式足場）

石綿含有建材撤去作業手順（参考）

合計　 170 箇所

540×420

600×400

600×450

650×400

1000×500

1000×600

チーズ

400φ

490φ

554φ1

1

1

1

2

エルボ

フランジ

1

1

2

2

2

2

1

1

3

1

1

1

2

1

1

2

1

2

195φ

142φ

100φ

2

1

320φ

300φ

240φ800×800

800×750

800×170

950×700

870×270

870×100

角ダクト
パッキン

365×230

350×270

330×270

496×246

450×350

430×325
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